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1 こども未来課
あそび・子育てお
しゃべりサロン

公立こども園に栄養士を
派遣し、来園した地域の未
就園児とその保護者に講
座・相談等を実施する

●◎

栄養士の派遣につい
て全公立こども園に
調査を行い、希望園
へ派遣を行っている。
未実施園への働きか
けが課題である。

公立こども園への栄
養士派遣を継続し行
う。全園での実施を
目指すとともに、周知
方法を検討し、参加
者の増加を図る。

全公立こども園で実
施
年間参加者500人以
上

子育て世帯にとって
身近に栄養士から専
門的な知識を得られ
たり、保護者同士が
交流できたりする場
として継続実施。広報
の方法を検討し、利
用者の増加に努め
る。

公立こども園３４園で
実施
年間参加者320人以
上

公立こども園３３園で
実施
年間参加者3１０人

C A

地域の身近な場所（こ
ども園）において、気
軽に栄養士から話が
聞くことができ、親子
で楽しく学べる場所
を提供しているが、少
子化や入園時期の早
期化により、参加人
数は減少傾向にあ
る。

事業
の廃
止

408 264 ー

2
健康づくり
推進課

ヘルシー食deブラ
ンディング
飲食関係者向け専
門講座

飲食の提供を行うお店の
経営者やシェフが「食と健
康」をテーマに、ヘルシー
メニューの「型」づくりの
手法、マーケティング等を
学び、食に新たな付加価
値をつける支援を行いま
す。

●◎ ●◎ ● ● ● ● ● ● ●

飲食店等を対象とし
た食育事業が少ない
中、市民の外食・中食
に関する利用は増加
傾向である。
市民が健康を意識し
たメニュー等の選択
ができる食環境作り
が課題である。

食や健康への無関心
層や自宅で料理をす
る時間がない働き世
代等を対象に自然に
健康になれる食環境
作りを目的に取り組
んでいく。
飲食店においても食
と健康を意識したヘ
ルシーメニュー作りを
実践する店舗や利用
する市民を増やして
いく。

ヘルシー食deブラン
ディング飲食関係者
向け専門講座を開催

ヘルシーメニューを提
供する店舗の増加

令和７年度は野菜に
特化したメニュー開
発に向け講座を実施
する。野菜が持つ栄
養価や機能性を学ぶ
と共に、生産者側の
体験型フィールド
ワークを組み合わせ、
受講者の主体的な学
びを促進する。

①連続講座として５
回以上実施（自主学
習含む）
②受講者１人につき
最低１つメニューを開
発

①自主学習を含めた
全７回の講座を年間
通して実施した。
②受講者が１名、1メ
ニューを開発

A A

講座実施回数は、目
標を上回ったが、受
講者数の確保に苦慮
し、少数での開催と
なったため、総合的に
判断し、「Ａ」評価とし
た。

事業
の廃
止

健康に配慮したメ
ニュー創作支援講座
を実施してきたが、参
加店舗数は減少傾向
にあり、現行手法で
の拡大は難しい状況
である。飲食団体へ
のヒアリング結果も
踏まえ、別手法での
事業展開を検討す
る。

1,060 990 ー

3
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

〇
元気で長生き栄養
講座

低栄養予防についての講
話、調理実習、試食
（65歳以上を対象）

● ●

参加者アンケートより
理解度・満足度が高
く、低栄養予防に関す
る知識の普及につな
がっている。また、試
食や調理体験を行う
ことにより共食の場
となっている。
参加者の少ない回も
あり、参加者の確保
が課題である。

バランスの取れた食
事についての知識の
普及や、簡単料理の
紹介により実践につ
ながるよう支援して
いく。併せて共食の推
進に取り組む。

教室アンケート

参加者の
理解度８0％以上
満足度８０％以上

調理実習と試食を継
続して実施すること
により、実践につな
げ、共食の推進を図
る。
参加者数を増やすた
め、生涯学習施設と
の共催や地域活動に
おけるPR活動等を
行っていく。

年14回実施

低栄養予防に関する
知識の普及

年１９回実施
（講座16回、健康づく
り推進課の一体的実
施事業と共同開催３
回）

延218人

低栄養予防に関する
講話と調理実習を実
施
（健康づくり推進課と
の共同開催では講話
のみの会場もあり）

A S

生涯学習交流館から
実施希望が多かった
こと、また健康づくり
推進課の一体的実施
事業と共同開催でき
たことで、計画を上回
る回数で実施でき
た。
理解度・満足度ともに
100％だった。

継続

調理実習と試食を実
施することにより、家
庭での実践につな
げ、共食の推進を図
る。
低栄養予防に加え、
新たに骨粗しょう症
予防をテーマにした
回も開催する。

健康づくり推進課の
一体的実施事業との
共同開催を継続す
る。
また参加者数を増や
すため、生涯学習施
設との共催や地域活
動におけるPR活動、
広報掲載等を引き続
き行っていく。

年17回
（講座15回、健康づく
り推進課の一体的実施
事業と共同開催２回）

低栄養・骨粗しょう症
予防に関する知識の普
及

教室アンケートにより、
参加者の
理解度８0％以上
満足度８０％以上

117 117 113

4
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

健康まつりにおけ
る栄養相談

・栄養士による食生活相
談コーナー
・食事バランスガイドの普
及
・骨密度測定に伴う栄養
相談
・各地区で実施する健康
まつりにおいて、栄養士に
よる食生活相談を実施

●◎ ● ● ● ● ● ● ● ●

コロナ禍以降、健康ま
つりの規模が縮小傾
向にあるため栄養相
談コーナーを設けな
いこともある。

希望者全員に栄養相
談を実施する。

幅広い世代への情報
提供

参加者が興味を持ち
そうな媒体や資料を
提供する。また、市で
行う他事業への参加
につなげる。

希望者全員に栄養相
談を実施する。

年5回実施（地区まつ
り含む）
延457人（栄養士対
応件数）

A A

リーフレット配布や食
品サンプルの展示、ベ
ジメーターを用いた
野菜摂取量の評価、
ソルセイブを用いた
味覚チェック等を行
い、希望者全員に栄
養相談等を実施でき
た。

継続

参加者が興味を持ち
そうな媒体や資料を
提供する。また、市で
行う他事業への参加
につなげる。

希望者全員に栄養相談
を実施する。

― ー ー

5
静岡市食生
活改善推進
協議会

健康まつりへの参
加

各保健福祉センターの健
康まつりで食の啓発を行
う

●◎ ● ● ● ● ● ● ● ●

コロナ禍以降、健康ま
つりの規模が縮小傾
向にあるため、依頼
数が減っている。

依頼に応じて調理体
験等を実施し、幅広
い世代へ食の啓発を
行う。

依頼に応じて開催す
る。

依頼に応じて簡単な
調理実習や汁物の塩
分チェックなど行い、
食の啓発を行う。

２回 3回 A A

保健福祉センターか
らの依頼に応じて参
加し、幅広い世代へ
食の啓発を行うこと
ができた。

継続

依頼に応じて参加し、
減塩やバランスの良
い食事について普及
啓発を行い、地域住
民の健康づくりを推
進する。

２回 ー ー ー

6
静岡県給食
協会

しずおかアクティ部
栄養関連資料の配布、栄
養相談

●◎ ● ● ● ● ● ● ● ●
今後の参加について
は検討中

今後の参加について
は検討中

今後の参加について
は検討中

検討中 検討中 実績なし - -
事業
の廃
止

7
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

健康相談（随時）
電話、面接等での栄養相
談

◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ●

個々の相談内容に
沿った資料を活用し、
行動変容できるよう
支援している。

個々の相談に広く対
応できるよう、食に関
する知識や資料の更
新をしていく。

個々の相談に
広く対応する

個々の相談に広く対
応できるよう、食に関
する知識や資料の更
新をしていく。

対応依頼がある場合
（電話、来所、訪問）に
は、随時対応する。

延296人（相談件数）
うち訪問による相談
は13件

A A
相談者の悩みに対し、
個々に応じた対応が
できた。

継続

個々の相談に広く対
応できるよう、食に関
する知識や資料の更
新をしていく。

対応依頼がある場合
（電話、来所、訪問）に
は、随時対応する。

ー ー ー

第４次静岡市食育推進計画　令和７年度実績及び令和８年度実施計画
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8
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

〇
食生活サポート講
座

・テーマ別の講話
・自分に合った食事量の
確認
・調理体験、試食
（40～74歳とその家族
対象）

● ● ● ●

テーマ別に講義を行
い、参加者アンケート
より理解度・満足度も
高く、適切な食事につ
いての知識の普及に
つながっている。
参加者の少ない回も
あり、参加者の確保
が課題である。

自身の健診結果を踏
まえて、適切な食事
量やバランスのとれ
た食事についての知
識の普及や、体験活
動等により実践につ
ながるよう支援して
いく。

教室アンケート

参加者の
理解度８0％以上
満足度８０％以上

1食分の調理実習と
試食を実施し、実践に
つながるよう支援す
る。
参加者数を増やすた
め、生涯学習施設と
の共催や地域活動に
おけるPR活動等を
行っていく。

年14回実施

食事量や食事バラン
スについての知識普
及

年14回
延117人

自分に合った食事量
や食事バランスにつ
いての講義と調理実
習を実施

A A
計画どおり実施し、理
解度・満足度ともに
100%だった。

継続

調理実習と試食を実
施し、実践につながる
ように支援する。
参加者数を増やすた
め、生涯学習施設と
の共催や地域活動に
おけるPR活動、広報
掲載等を引き続き
行っていく。
また健康づくり推進
課と連携し、特定健診
HbA1c6.2～6.4％
の対象者に対して結
果通知と一緒にチラ
シを送付し、特に支援
が必要な対象者へも
アプローチしていく。

年12回実施

食事量や食事バランス
についての知識普及

教室アンケートにより、
参加者の
理解度８0％以上
満足度８０％以上

43 48 91

9
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

特定保健指導
生活習慣病予防に重点を
おいた特定健診、特定保
健指導

● ● ● ●

個別相談により、
個々に沿った対応を
行っている。また、相
談者が行動変容し、そ
れを維持できるよう
に支援している。拒否
率が高く、電話等で
接触を試みるが、接
触不可になることも
多い。

特定保健指導の一環
として今後も継続す
る。また、相談日や会
場について可能な範
囲で調整し、面接につ
なげる。

対応率100％

日程や会場を対象者
に合わせて調整する
ことで、面接の実施に
つなげる。面接実施
や電話連絡ができな
かった場合は、郵送
で資料を送り、対応す
る。

対応率１００％

年49回実施
延59人

対応率100%

A A

日程を対象者に合わ
せて調整することで、
面接の実施につなげ
た。面接実施や電話
連絡がつかなかった
場合は、郵送で資料
を送り、対象者全員
に対応した。

継続

日程や会場を対象者
に合わせて調整する
ことで、面接の実施に
つなげる。面接実施
や電話連絡ができな
かった場合は、郵送
で資料を送り、対応す
る。

対応率１００％ 127 122 ー

10
静岡市食生
活改善推進
協議会

〇
生活習慣病予防教
室

減塩等生活習慣病予防の
ための料理教室

● ● ● ● ● ●

減塩していきたいと
いう意識を高めるた
めに、調理実習等を
継続的に実施する。

だしや香味野菜など
を利用して、薄味でも
美味しく食べること
ができる簡単レシピ
を提案していく。

地区ごとに1回以上
開催し、減塩等の知
識について広めてい
く。

地区ごとに１回開催
を目安とする。

９回 ８回 C A

各地区ごとに１回、調
理実習を含む講座を
実施することができ
た。

継続
地区ごとに１回開催
を目安とする。

８回 ー ー ー

11
静岡市食生
活改善推進
協議会

高齢者向け教室
低栄養及び認知症予防高
齢者向け教室

● ●

高齢者の栄養バラン
スや食育への関心を
高めることが必要。

楽しく会食すること
で低栄養予防や閉じ
こもり予防につなげ
る。

地区ごとに1回以上
開催し、低栄養予防
等に取組む。

「減塩料理教室」「骨
と体に良い料理教
室」と重複する事業内
容があるため、２つの
事業以外を高齢者向
け教室に充てる。

３回 9回 C S

低栄養予防や認知症
予防をテーマに、高齢
者が楽しく学べる教
室を実施した。会食や
交流を通じて、閉じこ
もり予防や健康づく
りへの意識向上につ
ながった。

継続

「減塩料理教室」「骨
と体に良い料理教
室」と重複する事業内
容があるため、２つの
事業以外を高齢者向
け教室に充てる。

３回 ー ー ー

12
静岡市食生
活改善推進
協議会

骨と体に良い料理
教室

骨粗しょう症や低栄養予
防対策について調理実
習・試食を通して楽しく学
ぶ

● ● ● ● ● ●

メタボ予防からフレイ
ル予防への切替や人
とつながる楽しい機
会の提供が必要。

幅広い年代へ骨粗
しょう症予防等につ
いて講話や調理実習
等を通して伝えてい
く。

地区ごとに１回以上
開催し、骨粗しょう症
や低栄養等の予防に
取組む。

地区ごとに１回開催
を目安とする。

９回 23回 A S

実施回数を上回る実
施となり、骨粗しょう
症や低栄養等の予防
について普及啓発を
行うことができた。今
後も継続した取組を
進める。

継続
地区ごとに１回開催
を目安とする。

８回 ー ー ー

13
中央卸売市
場

市場料理教室
市場関係者の企画提案に
よる一般市民向けの料理
教室を行う

● ● ● ● ● ● ● ●

新規、総応募数とも
に増加傾向にある点
は良いが、参加者は
60代以上が多いた
め、幅広い世代に参
加してもらいたいと
考えている。

地域・季節の食材を
使用した料理教室を
実施し、食に関する情
報発信の場として充
実させる。

①回数：年間11回以
上
②人数：各回募集人
数の９割以上（募集人
数20人）

・市場で取り扱ってい
る新鮮な食材や旬の
食材を使った料理教
室を開催する。
・幅広い世代の人に
参加してもらうため、
親子料理教室の回数
を増やす。

①回数：年間8回以上
②参加人数：各回募
集人数の９割

①10回実施
②全10回において募
集人数の９割以上参
加

A A

計画に対する達成度
が、実施回数は
125％、参加人数は
101％（募集人数
176名に対し、161
名の参加）となったた
め。

継続

・市場で取り扱ってい
る新鮮な食材や旬の
食材を使った料理教
室を開催する。
・幅広い世代の人に
参加してもらうため、
親子料理教室及び小
学生講座の回数を増
やす。

①回数：年間8回以上
②参加人数：募集人数
の９割以上

257 257 257

14
静岡県給食
協会

栄養士研修会
栄養アセスメントについて
の講習会、事例研究発表

● ● ● ● ● ● 研修会の内容の充実 研修会の内容の充実 現状通りでの開催
昨年度同様に開催予
定

研修会の実施
多人数の参加があっ
た。

S S
多人数の参加があっ
たため。

継続
昨年度同様に開催予
定

研修会の実施 100 100 100

（
２

）
適
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減
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〇
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女
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や
高
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せ
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少
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15 食品衛生課 〇 食の安全教室
小学校等で食中毒・添加
物等についての講話を行
う

● ●

毎年一定数の応募が
あり、おおむね高い満
足度を得ている。応
募数によっては対応
する課の負担になる
場合があり、今後も
調整を図っていく。

内容の充実、講師の
スキルアップや資料
の見直しを図る。

9回

今年度も応募があっ
たすべての学校で、
要望に応じた教室を
実施する。

12回 19回実施 S S

応募に応じて実施。
目標12回に対して
19回実施と期待を大
幅に上回ったためS
評価とした。
応募数が増加した場
合の応募に対する受
入れ体制の整備が課
題。

継続

今年度も応募があっ
たすべての学校で、
要望に応じた教室を
実施する。

12回 264 231 288

16 食品衛生課
食の安全・安心リス
クコミュニケーショ
ン

食の安全・安心に関する
講座やリスクコミュニケー
ションを開催

● ● ● ● ● ● ● ●

参加者の満足度はお
おむね高い。内容を
充実させるため、そ
の時々にあった話題
を取り入れていく。

内容の充実、講師の
スキルアップや資料
の見直しを図る。

出前講座は申し込み
に応じて実施予定。
マタニティ教室7回

出前講座は申し込み
に応じて実施する。実
地開催するマタニ
ティ教室においてオ
ンデマンド型マタニ
ティ教室のパンフレッ
トを配布する。

出前講座は申込みに
応じて実施。
実地開催すべてのマ
タニティ教室でオンデ
マンド型マタニティ教
室のパンフレットを配
布する。配布数100
枚。

出前講座３回実施
マタニティ教室のパ
ンフレットを150部
配布

A A

計画どおり実施でき
た。
マタニティ教室はオン
デマンド型開催して
いる。パンフレットを
配布しているが、アク
セス数の確保が課
題。

継続

出前講座は申し込み
に応じて実施する。
実地開催するマタニ
ティ教室においてオ
ンデマンド型マタニ
ティ教室のパンフレッ
トを配布する。

出前講座は申込みに応
じて実施。
実地開催すべてのマタ
ニティ教室でオンデマ
ンド型マタニティ教室
のパンフレットを100
枚配布する。

ー ー ー

17 食品衛生課 給食施設研修事業 衛生講習会、栄養講習会

給食施設の従事者が
講習会に参加しやす
いようにハイブリッド
方式で開催している。

給食施設の従事者の
知識・技術向上につ
ながる最新の情報や
ニーズ等を把握し、講
習会を企画・開催す
る。その時の現状に
あわせて、参加者が
参加しやすい方法で
開催する。

衛生講習会　年３回

栄養講習会　年２回

給食施設や従事者の
資質向上のため、講
習会の開催を継続す
る。
会場とオンラインの
併用だけでなく、オン
デマンド配信の活用
と給食施設向けの周
知を強化する。

衛生講習会　年３回

栄養講習会　年２回

衛生講習会　年３回
実施

栄養講習会　年２回
実施

A A

計画どおり実施でき
た。
参加施設の希望に合
致した内容を提供で
き、役に立ったとの感
想が多くあった。
オンデマンド配信に
ついても引き続き活
用していく。
引き続き会場とオン
ラインを併用して開
催し、さらにオンデマ
ンド配信も行ったこ
とで、当日参加が困
難な施設への対応を
行った。

継続

給食施設や従事者の
資質向上のため、講
習会の開催を継続す
る。
会場とオンラインの
併用だけでなく、オン
デマンド配信の活用
と給食施設向けの周
知を強化する。
一部施設より現在の
申込方法でエラーが
発生する旨の連絡が
あったため、LoGo
フォームに変更する。

衛生講習会　年３回

栄養講習会　年２回
326 267 308

18 食品衛生課
栄養成分表示促進
事業

・栄養に関するリーフレッ
トの作成、配布
・栄養成分表示店募集及
び周知のためのリーフ
レットの作成、配布
・食品表示、栄養計算講習
会の開催

● ● ● ● ● ● ● ● ●

健康日本２１（第2次）
の目標であった「食品
中の食塩や脂肪の低
減に取組む食品企業
及び飲食店の登録数
の増加」が第３次移行
に伴い廃止（目標達
成）となった。
しかし、現在の栄養成
分表示促進事業には
栄養成分表示に加え
てヘルシーマークの
表示があり、栄養・食
生活分野の目標であ
る「食塩摂取量の減
少」や「野菜摂取量の
増加」等を達成するた
めに必要な事業であ
る。そのため事業の
実施要領を見直して
継続する。

今後の食品表示関係
法令の動向を注視し
つつ、栄養成分表示
の適正化の推進を行
う。
あわせて、市民が自
ら健康的な食生活を
実践するための栄養
成分表示の活用につ
いて情報発信を行
う。

食べ方スキルアッ
プ！栄養計算と食品
表示の見方の講座
年２回

栄養成分表示に関す
る普及啓発を目的と
した資料の印刷・配布
年5,000部

栄養成分表示促進事
業として引き続き、栄
養成分表示の飲食店
等の登録を周知する
とともに、市民が外食
や中食等を利用する
際に食事内容を考え
ながら購入できる環
境を整える。
広く栄養成分表示を
活用してもらうため
の講座の開催及び資
料の印刷・配布を行
う。

食べ方スキルアッ
プ！栄養計算と食品
表示の見方の講座
年２回

栄養成分表示に関す
る普及啓発を目的と
した資料の印刷・配布
年5,000部

食べ方ｽｷﾙｱｯﾌﾟ！栄
養計算と食品表示の
見方の講座
年２回開催

栄養成分表示のお店
の紹介リーフレット及
び飲食店向けチラシ
各4,000（計
8,000）部作成
給食施設向け栄養成
分に関する食品衛生
課作成リーフレット
1,000部作成

A A

計画どおり実施でき
た。
講座参加者は食への
関心が高く、内容へ
の理解や満足度も高
く、周知方法と申込方
法を変更したため、す
ぐに定員に到達した。

給食施設向けのリー
フレットは市民の声を
受け、栄養成分の情
報発信を促す内容で
作成できた。

継続

栄養成分表示促進事
業として引き続き、栄
養成分表示の飲食店
等の登録を周知する
とともに、市民が外食
や中食等を利用する
際に食事内容を考え
ながら購入できる環
境を整える。
広く栄養成分表示を
活用してもらうため
の講座の開催及び資
料の印刷・配布を行
う。

食べ方スキルアップ！
栄養計算と食品表示の
見方の講座
年２回

栄養成分表示に関する
普及啓発を目的とした
資料の印刷・配布
年5,000部

388 279 404

19
静岡市食品
衛生協会

「食品衛生月間」街
頭広報活動

静岡駅コンコース等にお
いて、行政及び食協職員
等によりPRチラシ、パン
フレット、ノベルティなど
を配布し、食中毒予防を
呼びかける

● ● ● ● ● ● ● ●

食品衛生月間（8月）
のウイークデーの初
日にJR静岡駅で実施

継続 現状維持

昨年と同様に実施す
る予定（但し、街頭
キャンペーンは8月4
日に実施）

・食中毒予防街頭キャ
ンペーン
・食中毒予防懸垂幕
設置
・食中毒予防のぼり旗
の設置

・８月４日、JR静岡駅
北口地下イベントス
ペース、JR静岡駅コ
ンコースで食中毒予
防啓発ノベルティ２０
００セットを配布し
た。
・松坂屋に懸垂幕の
設置　　（８月中）
・保健所周辺にのぼり
旗を掲揚（８月中）

A A

・JR静岡駅を利用す
る通勤・通学者にノベ
ルティを渡すことに
より短時間で効率的
な食中毒予防啓発を
行うことができた。
・駅前にある松坂屋
の懸垂幕やのぼり旗
を食中毒予防啓発活
動に利用することで
駅や公共交通を利用
する市民に広く食中
毒予防を訴えること
ができた。

見直
し・
改善

・静岡市内在住者を
対象にWEBで食中
毒予防を呼びかける
WEB広告の配信

・食中毒予防を呼びか
けるLINE広告を想定
・広告配信は、食中毒
予防月間（８月）を予定

390 354 495

（
３

）
食
品
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
知
識
の
習
得

〇
食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
基
礎
的
知
識
を
持
つ
市
民
の
割
合
の
増
加

【対象】給食施設従事者
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20
静岡市食品
衛生協会

「静岡食協ニュー
ス」の編集、発行
（年４回）

・年４回（タブロイド版４
項）静岡市食品衛生協会
機関紙として発行
・市保健所や日食協から
の情報の伝達や提供

行政や日食協からの
情報は、会員にとって
非常に重要であるの
で、情報提供のツー
ルとして有意義であ
る。

継続 現状維持
昨年と同様に実施す
る予定

静岡市食協ニュース
の編集、発行（年４回）

年４回静岡市食品衛
生協会機関紙として
静岡市食協ニュース
を発行（3,470部×
４回）

A A

保健所の食の安全・
安心に関わる取り組
みや食品衛生協会の
活動をわかりやすく、
正確に提供すること
ができた。

継続
昨年度同様に実施す
る

静岡市食協ニュースの
編集、発行（年４回）

649 552 606

21
静岡市食品
衛生協会

地域のお祭り等の
「バザー等開催届」
提出団体へのハン
ドソープの提供

市民に調理や食品の提供
に際して、手洗いがいか
に重要であるかの認識を
深めてもらう

● ● ● ● ● ● ● ●

食品取扱の際には
「手洗い」がいかに重
要かを説明し、食の
安全への意識向上を
図る。

継続 現状維持
昨年と同様に実施す
る予定

バザー実施団体への
ハンドソープの提供
及び手洗い指導

ハンドソープ、リーフ
レットの提供169団
体　　　　　　　　　　（静
岡92、清水77団体）

A A

ハンドソープの提供
を通じて手洗いの重
要性を認識してもら
い、窓口にきてもらう
機会を利用し食中毒
保険の加入を勧める
ことができた。

継続
昨年度同様に実施す
る

バザー実施団体へのハ
ンドソープの提供及び
手洗い指導

121 121 152

22
静岡県給食
協会

衛生講習会 衛生講習会 ● ● ● ● ● ● 講習会の内容の充実 講習会の内容の充実 現状通りでの開催
昨年度同様に開催予
定

講習会の実施
多人数の参加があっ
た。

A A
多人数の参加があっ
たため。

継続
昨年度同様に開催予
定

講習会の実施 ― ― ―

23
静岡県給食
協会

見学研修会
見学研修会（食堂・厨房・
調理器具の実演見学な
ど）

● ● ● ● ● ● 研修会の内容の充実 研修会の内容の充実 現状通りでの開催 継続して実施 研修会の実施
多人数の参加があっ
た。

B A
多人数の参加があっ
たため。

継続
昨年度同様に開催予
定

研修会の実施 200 250 250

24
静岡県調理
師協会

調理師資質向上対
策事業

各種研修を実施（生活習
慣病予防の調理法、健康
増進法、食文化、食品衛生
等）

調理従事者に対し衛
生関連の講習会の開
催を行った

現状維持 現状維持 現状維持
各種研修を実施（生
活習慣病予防の調理
法、食品衛生等）

調理従事者を対象
に、衛生管理に関す
る講習会を開催した

A A

調理従事者を対象と
した衛生管理講習会
を実施し、一定数の
参加者があった。今
後の課題としては、講
習会で得た知識や技
術の定着を図るため
の継続的なフォロー
アップが必要となる。

継続 現状維持
各種研修を実施（生活
習慣病予防の調理法、
食品衛生法等）

198 198 198

（
３

）
食
品
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
知
識
の
習
得

〇
食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
基
礎
的
知
識
を
持
つ
市
民
の
割
合
の
増
加

【対象】食品事業者

【対象】調理従事者
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０
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５
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６
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～
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～
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0
～

3
9
歳

4
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～
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9
歳

5
0
～

5
9
歳

6
0
～
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9
歳

7
0
歳
以
上
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令和６～12年度の

取組の方向性
令和12年度末目標値 取組方針

実施計画
（評価指標）

実績
（成果）

令
和
６
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度
評
価

令
和
7
年
度
評
価

評価の理由と課題
実施計画
（評価指標）

R
7
予
算

R
7
決
算

R
8
予
算

基
本
施
策

事
業
番
号

主
な
目
標 取組方針

令和７年度事業計画 令和７年度事業実績

課名
団体名

対象者（●：本人　◎：保護者） 第４次計画策定時の状況事　業　の　概　要

TRH

令和８年度事業計画
投入コスト
（千円）

参考資料５

25
健康づくり
推進課

〇 歯周病検診

勤務先などで検診を受け
る機会がない40歳以上
の方を対象に歯周病検診
を実施

● ● ● ●

成人健診まるわかり
ガイドの配布を通じ
検診制度が市民へ周
知されつつある

引き続き成人健診ま
るわかりガイドの配
布を通じ検診制度を
市民へ周知し受診行
動に繋げる

成人健診まるわかり
ガイドの配布を通じ
検診制度を市民へ周
知し受診行動に繋
がっている状態

令和６年度に作成し
た啓発動画を活用し
ながら、検診制度を
市民へ周知し受診行
動に繋げる

検診の委託実施
検診対象初年度にあ
たる４０歳に無料受
診券を送付し、制度
周知
特定健診×大腸がん
検診受診者のうち希
望者に無料受診券を
送付

検診の委託実施

40歳7,327人に受
診券を送付、268人
受診（受診率：3.7％）

特定×大腸がん受診
者153人に受診券を
送付

A B

計画どおり実施した
ものの、４０歳の受診
率が令和５年度
4.9％、令和６年度
4.0％、令和７年度
3.7%と年々減少し
ているため、B評価と
した。

継続

無料受診券のデザイ
ンを見直し、40歳の
受診率向上を目指
す。

検診の委託実施

4０歳に無料受診券を
送付（受診率前年度比
増）

特定健診×大腸がん検
診受診者のうち希望者
に無料受診券を送付

7,312
委託料のみ

5,512
委託料のみ

6,374
委託料のみ

26
健康づくり
推進課

口腔機能向上事業

高齢者が、おいしく、楽し
く、安全な食生活を営む
ために、オーラルフレイル
や誤嚥性肺炎予防の重要
性と歯っぴー☆スマイル
体操の周知啓発のための
講座等を市内各地で実施
する

● ●

オーラルフレイルは放
置をすることでフレイ
ルや要介護に繋がる
ため、歯と口の健康
維持の重要性を啓発
している。引き続き、
講座の実施や媒体の
配付等を通じた周知
啓発が必要である。

高齢者を対象とした
講座やオーラルフレイ
ル予防啓発リーフ
レットの配付により、
市民のオーラルフレイ
ル、フレイル予防を目
指す。

・何でも噛んで食べる
ことができる50～
54歳男性の割合　８
６．０％

・何でも噛んで食べる
ことができる７０～７
４歳女性の割合
84.0％

令和３年度から６年
度までの４年間で
オーラルフレイル対策
として、アンケート調
査や３種類のリーフ
レットの作成、講演会
の開催及び動画配信
を行ってきた。今後
は、既存のリーフレッ
ト等を活用しながら
地域の高齢者グルー
プに出向く健康教育
を始め、各種事業に
てオーラルフレイル予
防の普及啓発を継続
していく。

地域の高齢者グルー
プに出向く健康教育
を25回実施

オーラルフレイルに関
する知識の普及

地域の高齢者グルー
プに出向く健康教育
を26回　参加者７３
２人

オーラルフレイルに関
する知識の普及

A A

希望する全会場に口
腔機能向上に関する
知識を普及すること
ができた。

継続

高齢者グループ向け
講座を市内各地で実
施し、オーラルフレイ
ル予防の重要性につ
いて普及啓発してい
く。

地域の高齢者グループ
に出向く健康教育を
20回実施

オーラルフレイルに関
する知識の普及

48
報償費のみ

43
報償費のみ

53
報償費のみ

27
健康づくり
推進課

１歳頃のむし歯予
防事業

歯と口に関する正しい知
識を普及し、乳歯のむし歯
予防の行動変容を促すこ
と等を目的に８か月～１歳
２か月頃の親子を対象と
した教室や動画での情報
発信を行う

●◎

令和５年３月に終了し
た「（旧）９か月児歯の
教室」からの移行事
業。教室は令和５年７
月から、動画配信は
令和５年５月から開
始した。認知度が低
いため、事業の周知
啓発を行う必要があ
る。

教室では、グループ
ワークの中でRDテス
ト（むし歯菌活動性試
験）を用いた視覚的
動機付けを行う。動
画配信することによ
り、対象者への利便
性を高める。

・むし歯のない子ども
の割合（１歳６か月児）
100％

・保護者が毎日仕上
げみがきをしている
子どもの割合（１歳６
か月児）　100％

引き続き広報紙や
SNSを活用した事業
の周知をすることに
より、教室の参加者
及び動画の視聴回数
の増加を図る。

教室　年４１回、参加
者550人

広報紙やSNSを活用
した事業の周知

動画配信　２本以上

教室　年41回、参加
者539人

広報紙やSNSを活用
した事業の周知

動画配信　２本以上

A A

計画どおり実施でき
た。広報紙や静岡市
公式X、facebook
等を活用した教室及
び動画の周知を行う
ことができた。

継続

引き続き広報紙や
SNSを活用した事業
の周知をすることに
より、教室の参加者
及び動画の視聴回数
の増加を図る。

教室　年36回、参加者
540人

広報紙やSNSを活用
した事業の周知

動画配信　２本以上

454
報償費のみ

391
報償費のみ

508
報償費のみ

28
健康づくり
推進課

幼児期の歯科口腔
保健支援事業

未就学児の歯科口腔保健
の推進を図るため、希望
するこども園、保育園等
の４、５歳児に対し、歯み
がき巡回指導及び集団
フッ化物洗口法を実施す
る

●◎

むし歯予防に対する
正しい知識の普及に
加え、噛むことや飲み
込むことなど機能面
に対する情報も発信
している。
新規開設園が年々増
加しているため、地域
資源の活用含め、実
施方法を検討してい
く必要がある。

新規開設園の増加に
対応するため、地域
資源の活用含め、事
業を委託する団体と
効果的な事業実施方
法を協議検討してい
く。また、本事業が、
フッ化物洗口法の実
施拡大に繋がるよう、
歯科保健に対する正
しい知識の普及に努
める。

・５歳児むし歯有病者
率15％以下

・実施施設数９割以上

歯みがき巡回指導を
希望する全園に実施
し、園児や保育者、保
護者に向けて歯科保
健に対する正しい知
識を普及する。また、
フッ化物洗口未実施
園については、歯み
がき巡回指導や、園
職員向けの資料を通
じて実施を促す。

歯みがき巡回指導及
びフッ化物洗口法を
希望園に対し、全園
実施

歯科保健に対する正
しい知識を普及

【歯みがき巡回指導】
希望園162園に対
し、全園実施。実施施
設数9３.１％

【フッ化物洗口法指
導】希望園１２８園に
対し、全園実施。実施
施設数７3．3％

A A

歯みがき巡回指導を
通して園児や保育者、
保護者に対し、歯科
保健に対する正しい
知識を普及啓発する
ことができた。また、
フッ化物洗口を安全
に効果的に実施する
ことができた。

継続

歯みがき巡回指導を
希望する全園に実施
し、園児や保育者、保
護者に向けて歯科保
健に対する正しい知
識を普及する。また、
フッ化物洗口未実施
園については、歯み
がき巡回指導や、園
職員向けの資料を通
じて実施を促す。

歯みがき巡回指導及び
フッ化物洗口法を希望
園に対し、全園実施

歯科保健に対する正し
い知識を普及

6,243
委託料のみ

5,471
委託料のみ

6,156
委託料のみ

29
健康づくり
推進課

学童期・思春期の
歯科口腔保健支援
事業

小中高校生の歯科口腔保
健の推進を図るために児
童や生徒、その保護者に
情報提供を行うほか、関
連する職種を対象とした
研修会を行う

●◎ ●◎

ここ数年、新型コロナ
ウイルス感染症の拡
大防止の影響で、学
校歯科医による歯科
保健教育が実施され
ない学校が多かった
ことから、学校関係者
を通じて児童生徒に
対し、正しい歯科保健
の周知啓発が必要で
ある。

児童・生徒や養護教
諭、学校歯科医、保護
者などに歯科保健に
関する正しい知識を
普及啓発することで、
小中高校生の歯と口
の健康を目指す。

・１２歳児むし歯有病
者率
11％以下

歯肉炎予防をテーマ
とした啓発動画等を
作成し、引き続き学
童期・思春期の歯科
保健に関する正しい
知識を普及啓発して
いく。また、作成した
動画等について、学
校歯科医に周知す
る。

歯肉炎予防をテーマ
とした啓発動画及び
媒体の作成、公開

学校歯科医を対象に
情報提供

学童期、思春期を対
象とした講座の開催

歯肉炎予防をテーマ
とした学校関係者向
け啓発動画及び媒体
の作成、公開　１本

学校歯科医を対象に
情報提供を実施

こどもクリエイティブ
タウンま・あ・る、教育
支援センターにて講
座を開催　５回121
人参加

A A

歯肉炎予防に関する
啓発動画や資料を作
成し、各学校に周知、
学校歯科医に情報提
供することができた。
また、ま・あ・るや教育
支援センターに通う
小中高校生を対象に
講座を実施し、歯科
保健に関する正しい
知識を啓発すること
ができた。

継続

口唇閉鎖不全症等の
予防方法をテーマと
した啓発動画等を作
成し、引き続き学童
期・思春期の歯科保
健に関する正しい知
識を普及啓発してい
く。また、ま・あ・る等
で小中高校生を対象
に講座を実施する。

口唇閉鎖不全症等の
予防方法をテーマとし
た学校関係者向け啓発
動画及び媒体の作成、
公開　１本

学校歯科医を対象に情
報提供を実施

こどもクリエイティブタ
ウンま・あ・るや教育支
援センターにて講座を
開催

238
委託料のみ

148
委託料のみ

１１６
委託料のみ

30
健康づくり
推進課

歯と口の健康に関
する普及啓発事業

６月４日～１０日の歯と口
の健康週間や１１月８日の
いい歯の日に合わせ、啓
発展示や広報紙への掲
載、ＳＮＳを活用した情報
発信等を行い、市民の歯
科保健に対する意識の向
上を図る

● ● ● ● ● ● ● ● ●

６月４日～１０日の歯
と口の健康週間や１１
月８日のいい歯の日
に合わせ、啓発展示
や広報紙への掲載、Ｓ
ＮＳを活用した情報発
信等を行い、市民の
歯科保健に対する意
識の向上を図る

６月４日～１０日の歯
と口の健康週間や１１
月８日のいい歯の日
に合わせ、啓発展示
や広報紙への掲載、Ｓ
ＮＳを活用した情報発
信等を行い、市民の
歯科保健に対する意
識の向上を図る

６月４日～１０日の歯
と口の健康週間や１１
月８日のいい歯の日
に合わせ、啓発展示
や広報紙への掲載、Ｓ
ＮＳを活用した情報発
信等を行い、市民の
歯科保健に対する啓
発ができている状態

歯と口の健康週間や
いい歯の日に合わ
せ、啓発展示や広報
紙への掲載、ＳＮＳを
活用した情報発信等
を行う

啓発展示２回

広報紙への掲載２回

啓発動画の普及促進
（啓発動画にアクセス
できるカードを
1949枚配付）

広報紙への掲載２回

A A

当初計画では啓発展
示を行う予定であっ
たが、令和５・６年度
に制作した「最近歯医
者さんに行ったのは
いつですか」「歯周病
の恐ろしさ」啓発動画
の普及促進に力を入
れ世界禁煙デーや世
界糖尿病デーなどの
各種行事にあわせ市
民へ配付した。

継続

歯と口の健康週間や
いい歯の日に合わ
せ、啓発展示や広報
紙への掲載等を行う

啓発展示２回

広報紙への掲載２回

啓発動画の普及促進

2,112
補助金のみ

2,112
補助金のみ

2,067
補助金のみ

（
４

）
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
や
楽
し
く
食
べ
る
経
験
を
通
じ
た
食
生
活
の
推
進

〇
毎
日
１
回
以
上
家
族
や
友
人
等
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
市
民
の
割
合
の
増
加

〇
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で
味
わ
っ
て
食
べ
る
な
ど
食
べ
方
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
割
合
の
増
加
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投入コスト
（千円）
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31
こども家庭
福祉課

妊婦歯科健診
妊婦を対象とした歯科健
康診査及び歯科保健指導
の実施

● ● ● ●

妊娠期における歯科
健診の重要性を周知
し、受診率維持を目
指す。

受診票交付時の事業
説明を丁寧に行う。
定期健診の重要性に
ついて周知を行う。
静岡・清水両歯科医
師会との連携。

51.2%

受診票交付時、妊娠
中の口内ケアの重要
性について説明を行
い、妊婦歯科健診の
受診を促す。

歯周病のリスク周知
(母子健康手帳交付
時）
受診率の向上
受診率　50.4％

受診率　48.3％ A A

計画どおり事業実施
が完了した。今後も継
続して、母子健康手
帳交付時に定期健診
の重要性を周知して
いく。

継続

受診票交付時、妊娠
中の口内ケアの重要
性について説明を行
い、妊婦歯科健診の
受診を促す。

歯周病のリスク周知
(母子健康手帳交付
時）
受診率の向上
受診率　49.4%

7,021 6,799 6,803

32
静岡市食生
活改善推進
協議会

歯と口の健康
幼児から高齢者まで年齢
に合わせた講話

●◎ ●◎ ● ● ● ● ● ● ●

口から食べることの
重要性を食べ方（か
む、味わう、飲み込む
等）を通して、伝えて
いくことが必要。

8020推進員研修会
等で知識を得なが
ら、食べ物の知識と
食べ方を通して健全
な食生活を周知す
る。

啓発事業として各事
業で開催

啓発事業として各事
業で開催

50回 61回 S S

計画回数を上回る実
施となり、歯と口の健
康づくりや食生活改
善について普及啓発
を行うことができた。
今後も継続した取組
を進める。

継続
啓発事業として各事
業で取組を継続す
る。

５０回 ー ー ー

33
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

おやこ食育教室
講話、紙芝居、エプロンシ
アター、食育体験

●◎

参加者アンケートより
理解度・満足度が高
く、幼児期の望ましい
食生活についての知
識普及や保育者の不
安軽減につながって
いる。
参加者が少ない回も
あり、参加者確保が
課題である。

親子で食に関する知
識と食を選択する力
を習得する機会とな
る教室にする。併せて
共食の推進に取り組
む。

教室アンケート

参加者の
理解度８0％以上
満足度８０％以上

1食分の調理体験と
試食を取り入れるこ
とで共食の推進を図
る。
また、生活全般の相
談に応じて不安や悩
みの軽減を図ってい
く。

年25回実施

幼児期の食生活につ
いての不安軽減及び
望ましい食生活につ
いての知識普及

年25回実施
延143組29０人

幼児食についての講
義と調理体験の実施

A A
計画どおり実施し、理
解度・満足度ともに
100%だった。

継続

1食分の調理体験と
試食を取り入れるこ
とで共食の推進を図
る。
また、生活全般の相
談に応じて不安や悩
みの軽減を図ってい
く。

年18回実施

幼児期の食生活につい
ての不安軽減及び望ま
しい食生活についての
知識普及

教室アンケートにより、
参加者の
理解度８0％以上
満足度８０％以上

169 169 136

34
静岡市食生
活改善推進
協議会

〇
楽しく子育て応援
教室

絵本紹介や折り紙、紙芝
居、おやつづくり、料理の
紹介など、子どもとその
保護者が食を楽しむ場を
提供する

●◎ ●◎ ●◎

子どもの頃に身につ
いた食習慣を大人に
なってから改めるこ
とは困難であるた
め、子どもの頃から
望ましい食生活を実
践できるような知識
の普及に取組む。

「減塩」「野菜摂取の
増加」「朝食の摂取」
及び「緑茶に親しむ」
を重点テーマとして
普段の食生活で実践
できる内容について
実施していく。

地区ごとに１回以上
開催を目安とする。

「楽しく子育て応援教
室」以外にも、子ども
を対象とした料理教
室を実施しているた
め、併せて評価してい
く。

３0回 41回 S S

計画回数を上回る実
施となり、親子を対象
とした教室や子ども
向け料理教室を実施
し、食への関心や望ま
しい食生活について
普及啓発を行うこと
ができた。

継続
地区ごとに１回以上
開催を目安とする。

30回 ー ー ー

35
静岡市子ど
も会連合会

サマーキャンプ
子どもたちで献立を計画
し、3日間の野外活動を実
践する

●◎ ● ● ● ● ● ● ●

家庭から離れて自分
で食事を作る楽しさ、
大変さを実感する。

子どもの目線に立ち
食事の工夫と食材の
無駄をなくす。

子どもだけでなく親
子で参加し、日常では
味わえない体験、経
験をする。

一部の子どもは家に
帰ると食事ができて
いて、出されたもの
を食べていると聞き
大人も一緒に炊飯を
する。

年１回の実施

火をおこし自然の中
で作って食べる食事
は家庭では味わえな
い美味しさに気づい
てもらう。

年1回の実施

メニュー同じでも材
料の切り方、調味料
の量によって見た目、
味が変わったことに
気づいた。

A S

子どもたちは材料の
工夫でメニューが変
わることに気づいた。
材料の扱い方、無駄
のない使い方が分か
らない子どもが多い
のに気づいた。

継続

自分たちが作った食
事が美味しいと感じ
てくれるメニューを用
意する。

参加者の満足度１０
０％目標

460 480
物価高のた

め未定

36
静岡市食生
活改善推進
協議会

シニアカフェ

お茶を飲みながら、健康
や食に関する話題につい
て自由に話したりする高
齢者の居場所作り

● ●

高齢者の共食の機会
やフレイル予防等を
目的に取組む。

地域の高齢者を対象
に脳トレや簡単な体
操などを行い、いき
いきと楽しむ場の提
供

地区ごとに２回以上
開催を目安とする。

地区ごとに２回以上
開催を目安とする。

15回 21回 S S

計画回数を上回る実
施となり、高齢者を対
象に交流や健康づく
りの機会を提供する
ことができた。

継続
地区ごとに２回以上
開催を目安とする。

１６回 ー ー ー

（
４

）
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
や
楽
し
く
食
べ
る
経
験
を
通
じ
た
食
生
活
の
推
進

〇
毎
日
１
回
以
上
家
族
や
友
人
等
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
市
民
の
割
合
の
増
加

〇
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で
味
わ
っ
て
食
べ
る
な
ど
食
べ
方
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
割
合
の
増
加
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37
こども園運
営課

〇
公立こども園にお
ける食育推進事業

・体験を通した適切な食習
慣の体得（野菜、米等の栽
培やクッキング、地域や公
共機関と連携した食育推
進、旬の食材の活用）
・給食を通した適切な食習
慣の啓発（行事食、食材・
給食・食育資料等の展示、
食育だより・レシピの配
布、保護者への試食会）
・歳児別食育計画作成

● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

・各こども園で野菜の
栽培、クッキング等の
食育活動が実施でき
ている。
・「かむ力」についての
食育活動が実施でき
ている。

・各こども園で体験を
通した食育活動を継
続していく。
・子どもの食に関する
課題を把握し、効果
的に食育活動を実施
する。

・各こども園で野菜の
栽培やクッキング、地
域のお店と連携した
食育活動を実施。
・子どもの食に関する
課題に対する食育活
動を各こども園で実
施。

・全園の食育活動の
内容を確認する。
・子どもの「かむ力」の
課題に対する食育活
動を継続して実施す
る。
・各こども園の食育担
当者等に対して食育
活動の支援を行う。

・全園に対して巡回を
実施し、食育年間計
画をもとに各園の食
育活動の内容を確認
する。
・子どもの「かむ力」の
課題に対する「よく噛
んで食べよう」の食育
活動（講話やかみかみ
メニューの提供POP
の掲示等）を継続して
実施する。
・食育アイディア集を
作成する。

・各こども園で野菜の
栽培やクッキング、ま
た、地域のお店と連携
した食育を実施
・「よく噛んで食べよう」
の食育を50園で実施
（幼児のいる園全て）
毎月30日を「カミング
30」の日として、咀嚼
回数の多い“かみかみ
メニュー”を提供した。
また、かみかみPOPを
園で掲示してもらい、
保護者にも嚙むことの
大切さを伝えた。
給食室のないこども園
にも活用できるかみか
みPOPを作成し、園で
活用してもらった。
・各園の食育活動がよ
り豊かなものになるよ
うに、様々な食育アイ
ディアを１冊にまとめた
「食育アイディア集」を
園の栄養士が作成し、
園に配付した。

A A

各こども園への巡回
時、各園で作成した
食育年間計画を確認
したり、実際どのよう
な食育を実施してい
るか確認したりして、
園の食育活動を把握
できた。
・幼児がいるこども園
全てで「よく噛んで食
べよう」の食育が実施
できた。
・予定どおり「食育ア
イディア集」を作成
し、年度内に園に配付
ができた。

継続

・全園の食育活動の
内容を確認し、把握す
る。「食育アイディア
集」をもとに食育活動
の支援を行う。
・「よく噛んで食べよ
う」の食育活動を継続
して実施する。また、
保護者向けにも「噛む
こと」の大切さについ
て発信し、よく噛むこ
とは、生涯の健康に
つながることを伝え
ていく。

・各園を巡回し、食育年
間計画をもとに各園の
食育活動の内容を確
認する。
・かみかみメニューの
提供やかみかみPOP
の掲示、また、幼児の
いる園で「よく噛んで
食べよう」の食育（講
話）を実施する。
・こども園運営課から
保護者へ食育だよりを
配信する。

95 82 111

38 幼児教育・保
育支援課

保育フェアでの食
育展示

・こども園、保育園食育
実施例の紹介（写真の展
示・資料配布）
・こども園、保育園で栽
培した野菜の展示
・食事バランスガイド等
食育に関するリーフレッ
ト配布
・箸の持ち方資料配布
・人形劇の実施

● ● ● ● ● ● ● ● ●

食を通じた世代間交
流や生産者と消費者
との交流を行うこと
で食の楽しさを実感
することができてい
る。

継続して実施してい
くことで、市民への普
及啓発を図る。

静岡市保育協会主催
の保育フェア（年１回）
で食育コーナーを設
け、食育展示を実施。

掲示物を見やすく配
置する。野菜の重さ
比べを引き継ぐなど
子どもたちの体験で
きるコーナーを設け、
情報を発信していく

写真展示したメ
ニューのレシピをお
土産として用意する
食べ物に関する体験
型クイズを実施する

・食べ物に関する体験
型クイズは、大人も子
どもも楽しみながら
実物に触れることが
でき、他の食育展示
に関心を向けるきっ
かけの場ともなった

A A

・体験型クイズ（野菜
の重さ比べ）をブース
の入口に設けること
で関心を寄せ、他の
食育展示の注目に繋
がった

見直
し・
改善

・保育フェアを主催す
る保育協会の事業内
容について令和8年
度中の見直しを予定
しており、保育フェア
の継続についても検
討事項にあがってい
る為

・食育ブース参加者に
よる給食レシピの持ち
帰り80％

ー ー ー

39 学校給食課 〇
食に関する情報発
信

毎月配布している献立表
や学校給食ウェブサイト
を活用して、市内公立小
中学校の児童生徒やその
保護者に食育を広く周知
する

●◎ ●◎

・食育や教科等の教
材としての認知度は
上がってきたが、積
極的な活用まで至っ
ていない。
・保護者は給食の献
立の閲覧回数が多
い。
・教材に活用できる資
料と学校給食に興味
関心を持つ情報を定
期的に発信する。
・学校給食ウェブサイ
トの周知方法を工夫
する。

学校給食献立表や学
校給食ウェブサイトを
活用して、栄養バラン
ス、旬の野菜、食事の
マナー、ふるさと給食
や行事食など食育に
関わる情報全般を発
信する。

・学校給食ウェブサイ
ト等を活用した学校
の割合
８０％
・学校給食ウェブサイ
トの年間更新回数
４８回（月４回）

学校給食献立表や学
校給食ウェブサイト、
YouTube等ICTを
活用して、栄養バラン
ス、旬の野菜、食事の
マナー、ふるさと給食
や行事食など食育に
関わる情報全般、新
入生向け食育啓発資
料を発信する。

・学校給食ウェブサイ
ト等を活用した学校
の割合
60％
・学校給食ウェブサイ
トの年間更新回数
２４回
・YouTube等の
SNSによる食育情報
の発信
５回

・学校給食ウェブサイ
ト等を活用した学校
の割合
49％
・学校給食ウェブサイ
トの年間更新回数
２１回
・YouTube等の
SNSによる食育情報
発信
15回

A B

学校給食ウェブサイト
等を活用した学校の
割合が、評価指標の
90％に満たなかった
から。

継続

学校給食献立表や学
校給食ウェブサイト、
YouTube、
Chromebook等
ICTを活用して、栄養
バランス、旬の野菜、
食事のマナー、ふるさ
と給食や行事食など
食育に関わる情報全
般、新入生向け食育
啓発資料を発信す
る。

・学校給食ウェブサイト
等を活用した学校の割
合
49％
・学校給食ウェブサイト
の年間更新回数
２０回
・YouTubeやクロム
ブック等を活用した動
画による食育情報発信
5回

ー ー ー

40 食品衛生課
食の安全・安心
ホームページ「たべ
しずねっと」

食育や食の安全に関する
情報、レシピ集、ニュース
等を掲載する専用サイト

● ● ● ● ● ● ● ●

コンテンツの充実、
ホームページ管理の
知識・技術の向上、サ
イトのPR方法が課題
である。

サイトのPR方法、内
容の充実を検討す
る。

アクセス数：30,000
回
メールマガジン：9回
発行

ホームページの内容
を更新し、食中毒予
防や食の安全性確保
に対する行政の取り
組みを紹介し、食の
安全・安心の促進に
繋げる。

アクセス数：40000
回
メールマガジン：12
回発行

アクセス数：46,315
回
メールマガジン：14
回発行

A A

アクセス数、メールマ
ガジン発行数ともに
計画的に実施でき
た。

継続

ホームページの内容
を更新し、食中毒予
防や食の安全性確保
に対する行政の取り
組みを紹介し、食の
安全・安心の促進に
繋げる。

アクセス数：40000回
メールマガジン：12回
発行

269 269 269

41
健康づくり
推進課

食育ホームページ
食に関する情報やイベント
情報の提供、食育応援団
の活動等を紹介

●◎ ●◎ ● ● ● ● ● ● ●

SNS等による食に関
する情報発信を増や
していく。

若い世代や無関心層
にも届くような内容
等について検討しな
がら取り組む。

食育事業の周知や実
施状況等について定
期的に掲載。

SNSによる発信は利
用条件が厳しく難し
いため、市ホームペー
ジや各種講座などの
場を利用して、食に関
する情報発信を行う

食に関する情報発信
１０回

食に関する情報発信
9回

A A

HPや各種講座等を
活用し、食に関する情
報や食育事業の周知
を継続的に実施した。
朝食摂取や栄養バラ
ンス等、身近な食生
活課題をテーマに普
及啓発を実施した。

継続

HPや各種講座等を
活用し、食に関する情
報発信を継続する。
若い世代や無関心層
にも届くよう、内容や
発信方法を工夫して
いく。

食に関する情報発信
１０回

ー ー ー

（
５

）
食
育
の
普
及
啓
発
・
情
報
発
信

〇
食
育
に
関
心
を
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つ
若
い
世
代
の
割
合
の
増
加

〇
食
に
関
す
る
情
報
を
得
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め
に
行
動
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る
若
い
世
代
の
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合
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増
加
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42 水産振興課
しずまえ新聞の発
行

しずまえの漁業や水揚げ
される水産物、しずまえの
豆知識、魚料理のコツな
どを掲載
市立小中学校の児童、生
徒全員に配布
（私立校は学校に配布）

● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

市立の小・中学校の
全児童・生徒約５万人
に配布した。地元の水
産物の種類や食べ
方、有効性について
理解を深めることが
できている。

引き続き、多くの子ど
もや子どもを持つ家
庭に、しずまえの水産
物や漁業、食べ方な
どを知ってもらうた
め、しずまえ新聞を小
中学生に配付し、地
産地消学習に活用し
ていく。

６月、11月に市内の
公立小中学校の全児
童・生徒約５万人に配
布。

引き続き、多くの子ど
もや子どもを持つ家
庭に、しずまえの水産
物や漁業、食べ方な
どを知ってもらうた
め、しずまえ新聞を小
中学生に配付し、地
産地消学習に活用し
ていく。

年２回、市内の公立小
中学校の全児童・生
徒約５万人に配布。

市立の小・中学校の
全児童・生徒約５万人
に配布した。地元の水
産物の種類や食べ
方、有効性について
理解を深めることが
できた。

A A

市立の小・中学校の
全児童・生徒約５万人
に配布した。地元の水
産物の種類や食べ
方、有効性について
理解を深めることが
できた。

継続

引き続き、多くの子ど
もや子どもを持つ家
庭に、しずまえの水産
物や漁業、食べ方な
どを知ってもらうた
め、しずまえ新聞を小
中学生に配付し、地
産地消学習に活用し
ていく。

年２回、市内の公立小
中学校の全児童・生徒
約５万人に配布。

528 549 605

43 中央図書館
食の安全・食育に
関する資料の展示

市立図書館12館におい
て、　関連資料（本・パンフ
レット）を展示

● ● ● ● ● ● ● ● ●

普段手に取られない
資料も、展示として出
すことで手に取って
もらえる。今後も継続
していく。

引き続き全12館で展
示を実施していく。
※大規模改修等で休
館する館を除く

市立図書館12館で展
示を実施
※大規模改修等で休
館する館を除く

美和分館を除く市立
図書館11館で展示を
実施

美和分館を除く市立
図書館11館で関連資
料（本・パンフレット）
を展示する。

市立図書館全12館で
実施することができ、
市民に食育に関する
本を手に取ってもら
うことができた。

B A

計画では実施予定が
なかった美和分館も
展示を実施すること
ができ、市立図書館
全12館で実施するこ
とができたため。

継続 全12館で展示を実施
市立図書館全12館で
関連資料（本・パンフ
レット）を展示する。

ー ー ー

44
健康づくり
推進課

食事バランスガイド
の普及啓発

食事バランスガイドを活
用し、栄養バランスのとれ
た食生活の普及啓発を行
う

◎ ◎ ●◎ ● ● ● ● ● ●

食事バランスガイドは
理解が難しいため、
年代に応じて、栄養
バランスのとれた食
生活をわかりやすく
伝えるよう工夫して
いく。

食事バランスガイドを
新しく作成し、広く周
知していく。

市の各事業やイベント
等においてリーフレッ
トを配布し、栄養バラ
ンスのとれた食生活
の重要性について理
解する。

食事バランスガイドの
普及啓発をしていく。

食育の日やイベント等
において、関係課、関
係団体等と連携して
リーフレットを配布
し、普及啓発を行う。

食育月間のパネル展
示やイベント等におい
て、リーフレットを配
布し、栄養バランスの
とれた食生活につい
て普及啓発を行っ
た。

A A

食育月間やイベント等
において継続的に普
及啓発を実施でき
た。年代に応じた効
果的な周知方法につ
いては引き続き検討
が必要。

継続

市の各事業や関係機
関と連携した普及啓
発の場において、食
事バランスガイドを活
用し、栄養バランスの
とれた食生活の実践
につながる情報発信
を行う。

関係課や関係団体等と
連携し、イベント等にお
いて食事バランスガイ
ドを活用した普及啓発
を実施する。

ー ー ー

45
健康づくり
推進課

食育の日、食育月
間の普及啓発

・市役所にてポスター、ち
らし等の展示、掲示
・官民等連携による食育
活動

●◎ ●◎ ● ● ● ● ● ● ●

食育の日、食育月間
について周知が必
要。

関係課・関係機関等
と連携し、継続的に周
知していく。

食育の日、食育月間、
健康増進普及月間等
のイベントの開催
官民連携による食育
推進

食育の日（毎月１９
日）、食育月間（毎年６
月）で、自身の食生活
を振り返る機会とす
る。

食育月間での展示
（静岡・清水庁舎）
食育月間・食育の日
の庁舎内放送

食育月間や食育の日
に合わせ、静岡・清水
庁舎でのパネル展示
や庁内放送を実施し、
食育の日及び食育月
間の普及啓発を行っ
た。

A A

食育月間や食育の日
に合わせた展示や庁
内放送を実施し、計
画どおり普及啓発を
行うことができた。幅
広い世代への効果的
な周知方法について
は、引き続き検討が
必要。

継続

食育の日及び食育月
間において、関係課
や関係団体と連携し
ながら、リーフレット
配布や情報発信等に
よる普及啓発を継続
する。

食育月間での展示（静
岡・清水庁舎）
食育月間・食育の日の
庁舎内放送

150 145 150

46
静岡市食生
活改善推進
協議会

食育の日キャン
ペーン

毎月19日の食育の日、毎
年６月の食育月間等で街
頭キャンペーンの実施

●◎ ●◎ ● ● ● ● ● ● ●

地区ごとに児童館や
スーパー等にて食育
キャンペーンを実施。
静岡伊勢丹ウェルネ
スパークにて市と連
携し実施している。
新規会場にてキャン
ペーンができるよう
に検討していく。

市と連携しながら食
育月間や食育の日等
に街頭キャンペーン
を継続して実施して
いく。

地区ごとに１回以上
開催を目安とする。

地区ごとに１回以上
開催を目安とする。

10回 ２０回 S S

計画回数を上回る実
施となり、食育やバラ
ンスのよい食生活に
ついて広く普及啓発
を行うことができた。

継続
地区ごとに１回以上
開催を目安とする。

１０回 ー ー ー

47 学校給食課 食育講習会
各小中学校での食育推進
の支援のため、講義、実践
発表等を実施

・主幹教諭（教務主任
を含む）や給食担当
者等が参加する悉皆
研修として年１回実
施。
・食育推進の意識が
担当者から全教職員
に拡大しない。

・食育の具体的な実
践発表と中央研修の
伝達講習、大学教授
による食育講話等を
現場の実態・ニーズに
合わせて企画し、学校
教育活動全体で食育
に取組む必要性と推
進の方向性を示す。

・第4次静岡市食育推
進計画を上位計画と
した「静岡市立小中学
校における食育推進
ガイドライン」に沿っ
た食に関する指導を
目指した講習会の企
画・運営。
・講習会を年１回実施
し、その満足度95％
以上。

・食育の具体的な実
践発表と中央研修の
伝達講習、有識者に
よる食育講話等を現
場の実態・ニーズに合
わせて企画し、学校教
育活動全体で食育に
取組む必要性と推進
の方向性を示す。

・講習会を年１回実施
し、その満足度85％
以上。

令和７年７月３日に開
催。令和６年度食育指
導者養成研修参加者
からの研修報告およ
び実践発表と、ごみ
減量課担当者からの
「SDGsと静岡市のご
みの現状」及び学校
給食課からの「学校
給食における残菜の
実態」に関する講話を
実施。
全公立小中学校122
校中115校が参加
し、83.5％が「満足し
た」と回答した。

S A

講習会参加者の満足
度が９０％以上１０
５％未満の範囲だっ
たため。

継続

食育の具体的な実践
発表と中央研修の伝
達講習、有識者によ
る食育講話等を現場
の実態・ニーズに合わ
せて企画し、学校教育
活動全体で食育に取
組む必要性と推進の
方向性を示す。

講習会を年１回実施
し、その満足度85％以
上。

100 ー 100

（
５
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【対象】

教職員、栄養教諭、栄養士、PTA、

食育関係者、こども園職員
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48 学校給食課 〇 食に関する指導

・児童生徒に食に関する
正しい知識と望ましい食
習慣が身につくように、各
小中学校で食に関する指
導を実施
・献立表や学校給食ウェブ
サイトによる情報提供

● ●

・R５に各学年１回以
上実施した割合
89.6％
（126校中112校で
実施）
・R5の小中学校別実
施率
小学校92.7％
中学校83.6％

栄養教諭・栄養士に
よるTT授業の充実を
図るため、食に関する
指導の授業研修会を
実施する。

・各学年１回以上実施
した食に関する指導
の割合９５％
・小中学校別実施率
小学校9４％
中学校８５％

各学年1回以上の「食
に関する授業」を実
施。各学校の状況に
合わせて柔軟に対応
する。

・各学年１回以上実施
した割合９０％
・小中学校別実施率
小学校9４％
中学校8５％

・各学年１回以上実施
した割合９９％
・小中学校別実施率
小学校１００％
中学校９９％

A A

評価指標に対する達
成度が９０％以上１０
５％未満の範囲だっ
たため。

継続

各学年1回以上の「食
に関する授業」を実
施。各学校の状況に
合わせて柔軟に対応
する。

・各学年１回以上実施
した割合９３％
・小中学校別実施率
小学校95％
中学校90％

ー ー ー

49
健康づくり
推進課

〇
しずおかカラダに
eat75

民間企業・高校・大学等と
連携し、食育教室やイベン
ト等を通して、若い世代の
「食」を通じた健康づくり
事業を実施

◎ ◎ ● ●

若い世代は、栄養バ
ランスのとれた食事、
規則正しい食習慣、
女性のやせ、朝食摂
取などに対しての課
題が他年代と比べて
多い傾向がある。
若い世代が中心とな
り、健全な食生活を
次世代へつなげてい
くことができるよう
食育を推進する。

高校生や大学生等の
若い世代を対象に、
民間事業者等と連携
して、年度ごと新しい
取組を考案し、取り組
んでいく。
若い世代の食に関す
る課題解決に取り組
む。

大学等や高校生など
の若い世代を対象と
した食育イベントなど
の開催

R7は国の交付金を
利用して実施予定

①大学と共催で野菜
摂取を目的としたイ
ベントを１回開催予定
②高校での食育講座
(郷土料理の伝承)を
１回実施予定
③新社会人向け食育
講座(朝食摂取）を5
回実施予定

①静岡県立大学と共
催で野菜摂取を目的
としたイベントを2回
開催
②静岡市立高等学校
での食育講座を１回
実施
③新社会人に向けた
出張型食育教室を５
社で開催

S A

関係機関と連携しな
がら、実施計画どおり
に実施し、若い世代へ
の食への関心向上や
望ましい食習慣定着
につながる取組と
なったため。

継続

大学生、高校生、新社
会人など若い世代を
対象に、関係機関と
連携した食育活動を
実施し、野菜摂取や
朝食摂取など望まし
い食習慣の定着を図
る。

①大学と共催で野菜摂
取を目的としたイベン
トを2回開催
②高等学校での食育
講座を１回実施
③新社会人に向けた出
張型食育教室を５社で
開催

468 284 426

50
静岡市私立
幼稚園連合
会

〇
栄養素について学
ぶ

食育について、ペープ
サートや紙芝居等でわか
りやすく伝える

●
子どもにわかりやす
く工夫し伝えている

継続して食育に興味を持
てるような教材を使って
いく。

各園で実施
継続して食育に興味
がもてるような教材
を使っていく。

食育に対して興味が
持てるような教材を
利用し、栄養素などを
伝える。

３色の食品群の表を
献立表に記したり掲
示し、紙芝居やエプロ
ンシアターなど子供
なりに興味を持ち理
解できるようにした。

A A

給食の献立の材料そ
れぞれに役割がある
ことを子どもなりに
理解できた。

継続
継続して食育に興味
が持てるような教材
を使っていく。

食育に関して興味が持
てるような教材を利用
し、栄養素など伝える。

10 10 10

51
静岡市私立
幼稚園連合
会

給食参観

保護者に給食参観をして
いただき、子どもと一緒
に給食を食べ、栄養に関
することについても話を
する

●◎

給食の献立などを参
考にご家庭の食事に
も取り入れた保護者
がいた。

継続して子どもの食
事の様子を保護者に
伝えていく。

各園で実施1回～３回
継続して子どもの食
事の様子を保護者に
伝えていく

給食参観などで子ど
もの食事の様子をみ
ていただく

給食参観の実施に
よって食事の様子を
保護者に伝えていく
ことができた

A A

給食参観の実施や食
育だよりなどで子ど
もの食事の様子を伝
えることができ、親子
の会話や家庭の食事
の工夫につなげるこ
とができた

継続
継続して子どもの食
事の様子を保護者に
伝えていく

給食参観などで子ども
の食事の様子をみてい
ただく

10 10 10

52
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

マタニティ教室に
おける栄養士講話

・講話（妊娠中の栄養・食
生活、食の安全に関する
内容）
・個別相談

青年期層の女性の
「やせ」傾向が進み、
胎児期の低栄養状態
や成人期における生
活習慣病のリスクが
高まっている。教室を
とおして妊娠期の食
生活を見直し、妊婦
および胎児の健康づ
くりをサポートする必
要がある。

バランスのよい食事
や妊娠期の食生活の
ポイントについて、理
解を深められるよう
支援していく。

教室アンケート

栄養士講話における
参加者の
理解度８０％以上

「妊娠中の食事や栄
養バランス等につい
てしることができまし
たか」の問いに「は
い」と回答した者が
80%以上

初産婦及び経産婦を
対象に、オンデマンド
方式と対面方式で実
施予定。対面では栄
養士講義を20分に
短縮し、妊娠期の食
生活の知識普及のた
め支援していく。

年10回実施
オンデマンド配信年３
回

妊娠中の食生活につ
いて妊婦の不安解
消、軽減

年10回実施
延150人

A A
計画どおり実施し、理
解度は100%だっ
た。

継続

初産婦及び経産婦を
対象に、オンデマンド
方式と対面方式で実
施する。
対面では栄養士講義
（20分間）で妊娠期
の食生活の知識普及
のため支援していく。

年10回実施
オンデマンド配信年１
回(５月から３月)

教室アンケートにより、
栄養士講話における参
加者の理解度８０％以
上

ー ー ー

53
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

０歳児の育児相談、
６か月児育児相談
における栄養相談

離乳食に関する個別栄養
相談

◎

離乳食の進み具合に
は個人差があるた
め、個別に栄養相談
を実施し、相談者の
状況に応じた助言指
導を行っていく必要
がある。

離乳食について不安
をかかえる保育者に
対し、継続的な支援
が必要である。

年間計画通りに実
施。個々の対応を行
い、離乳食の進め方
について、保育者の
不安を軽減、解消さ
せる。

個々の悩みに応じた
栄養相談を行い、保
育者の不安や悩みの
軽減を図る。

０歳：年120回実施
６か月：年156回実施
離乳食に関する保育
者の不安解消、軽減

０歳：年136回実施
(栄養相談687件）

６か月：年１５3回実施
（中止３回）
（栄養相談1925件）

A A

0歳：栄養相談の希望
が多いため、計画回
数に加えて助産師と
保健師が従事する母
乳相談日にも栄養士
が栄養相談を実施し
て計画回数を上回る
実施ができた。
６か月：計画の９割以
上実施した。

継続

個々の悩みに応じた
栄養相談を行い、保
育者の不安や悩みの
軽減を図る。

０歳：年８７回実施
６か月：年１０８回実施

離乳食に関する保育者
の不安解消、軽減

０歳
７６１

6か月
１,１０９

０歳
８８８

6か月
１,１８３

０歳
６８９

6か月
１,３９１

54
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

1歳6か月児健康診
査における栄養相
談

健康診査時の個別栄養相
談

●◎

子どもの朝食欠食が
増加しており、成人期
における生活習慣病
のリスクが高まって
いる。個々の悩みに
応じた栄養相談を実
施し、望ましい食習慣
を周知していく必要
がある。

個々の対応を行い、
幼児期の食生活につ
いて、保育者の不安
を軽減するよう支援
していく。

年間計画通りに実
施。個々の対応を行
い、幼児期の食生活
について、保育者の
不安を軽減、解消さ
せる。

幼児食に関する保育
者の不安を軽減する
ため、また、健康的な
望ましい食生活につ
いての知識普及のた
め、他職種と連携した
支援を行っていく。

1.6歳：年1０９回実施

幼児期の食生活につ
いての不安軽減及び
望ましい食生活につ
いての知識普及

1.6歳：年1０９回実施
（栄養相談８３７件）

A A 計画どおり実施した。 継続

個々の対応を行い、
幼児期の食生活につ
いて、健康的な望まし
い食生活についての
知識普及や、保育者
の不安を軽減するよ
う支援していく。

1.6歳：年８４回実施

幼児期の食生活につい
ての不安軽減及び望ま
しい食生活についての
知識普及

872 882 813

（
６

）
規
則
正
し
い
食
習
慣
の
実
践

〇
朝
食
を
欠
食
す
る
若
い
世
代
の
割
合
の
減
少

〇
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
関
わ
る
食
育
を
栄
養
教
諭
・
栄
養
士
を
活
用
し
て
実
施
し
た
学
校
の
割
合
の
増
加
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55
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

３歳児健康診査に
おける栄養相談

健康診査時の個別栄養相
談

●◎

子どもの朝食欠食が
増加しており、成人期
における生活習慣病
のリスクが高まって
いる。個々の悩みに
応じた栄養相談を実
施し、望ましい食習慣
を周知していく必要
がある。

個々の対応を行い、
幼児期の食生活につ
いて、保育者の不安
を軽減するよう支援
していく。

年間計画通りに実
施。個々の対応を行
い、幼児期の食生活
について、保育者の
不安を軽減、解消さ
せる。

幼児食に関する保育
者の不安を軽減する
ため、また、健康的な
望ましい食生活につ
いての知識普及のた
め、他職種と連携した
支援を行っていく。

３歳：年112回実施

幼児期の食生活につ
いての不安軽減及び
望ましい食生活につ
いての知識普及

３歳：年112回実施
（栄養相談５００件）

A A 計画どおり実施した。 継続

個々の対応を行い、
幼児期の食生活につ
いて、健康的な望まし
い食生活についての
知識普及や、保育者
の不安を軽減するよ
う支援していく。

３歳：年９１回実施

幼児期の食生活につい
ての不安軽減及び望ま
しい食生活についての
知識普及

433 550 480

56
葵・駿河・清
水区役所健
康支援課

離乳食の作り方教
室

講話・実演・試食・個別相
談

◎

参加者アンケートより
満足度が高く、保育
者の不安解消、軽減
につながっている。参
加者によって、調理技
術や理解力等に差が
あるため、状況に応じ
た対応が必要であ
る。

離乳食開始前後の不
安や悩みを解消する
場として、今後も継続
していく。参加者の状
況に合わせて、説明
方法を工夫していく。
また、保育者の食生
活の重要性について
も呼びかけをする。

教室アンケート

参加者の
理解度８0％以上
満足度８０％以上

離乳食の展示や実
演・試食を継続して行
い、保育者の不安軽
減を図る。

年118回実施

離乳食に関する保育
者の不安解消、軽減

年１１９回実施
延１１７９人

離乳食についての講
義と実演・試食の実
施

A A
計画どおり実施し、理
解度は99.6%、満足
度は99.8%だった。

継続

講義のほかに、離乳
食の展示や実演・試
食も行い、保育者の
不安軽減を図る。

年105回実施

教室アンケートにより、
参加者の
理解度８0％以上
満足度８０％以上

750 745 694

57
こども若者
応援課

食育活動

市内の児童館等で栄養士
や食生活改善推進協議会
による食育講座、野菜の
栽培～消費までの体験イ
ベントなど食に触れる活
動を行う

●◎ ●◎ ●

市内の児童館が各館
特色のある食育活動
を行っている。子ども
や保護者が地域や人
とのつながりの中で
食を学ぶことで食へ
の関心を高め、いか
に生活する力を身に
つけてもらうかが課
題となる。

各館での取り組みを
継続する。

市内全児童館で実施

野菜の苗を植えて育
てる、行事の中で食
物の栄養素などにつ
いて話すなどクッキ
ング等によらない事
業の検討をし取り組
んでいく。

市内10館
19回実施

市内6館
17回実施

A B

各館の創意工夫によ
り、食物を育てること
から行事を実施する
ことで食を学ぶきっ
かけづくりになって
いる。
未実施の館へ働きか
けながら、引き続き
事業を実施する。

継続

野菜の苗を植えて育
てる、行事の中で食
物の栄養素などにつ
いて話すなどクッキ
ング等によらない事
業の検討をし取り組
んでいく。

市内10館
20回実施

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

（
６

）
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58
ごみ減量推
進課

〇
食品ロス削減対策
事業

ごみ減量啓発講座の開
催、30・１０（さんまる・い
ちまる）運動の推進等を
通じて、食品ロス削減に対
する意識向上を図り、ご
み減量を推進する

◎ ●◎ ●◎ ● ● ● ● ● ●

家庭可燃ごみに含ま
れる食品ロス量
10千トン/年

食品ロス削減対策に
ついて、幅広い対象
へ周知を図るため
に、イベントなどの機
会をとらえて啓発活
動を実施し、市民へ
の意識の浸透を図っ
ていく。

・学生へのごみ減量
啓発講座での食品ロ
ス啓発機会の確保
（年間50回以上、沼
上資源啓発施設での
実施回数含む）
・市内事業者や団体
との連携　による幅
広い啓発活動の実施

引き続き、食品ロス
削減に向けて、社会
全体の意識を醸成で
きるように、イベント
等を実施していく。

①フードドライブ啓発
キャンペーンの実施
（２回/年）
②出前授業の実施
（清掃工場見学時の
講座も含める）（40
回/年）
③Instagramでの
食品ロス削減啓発に
関連する投稿（１0回/
年）

①フードドライブ啓発
キャンペーンの実施
11回　（市内イベント・
事業者：８回、市内学
校：３回）
②出前授業の実施1０
６回（学校26回、沼上
講座8０回）
③Instagramでの
食品ロス削減啓発に
関する投稿７回

A A

食品ロス削減に向け
て、様々な事業者や
市内学校関係者から
協力を得ることがで
きたため、当初目標
を上回ることができ
た。Instagramでの
啓発については、計
画よりも低くなった
ため、今年度は食品
ロス問題についても
投稿を進めていく。

継続

引き続き、食品ロス
削減に向けて、社会
全体の意識を醸成で
きるように、イベント
等を実施していく。

ごみ減量啓発講座の実
施（市内小学校の
80％が受講すること）

383
食品ロスに
対する決算

は０
0

59
静岡市食生
活改善推進
協議会

スマートクッキング

「食」を通して環境問題の
改善や食育実践につなが
るように「買い物」「調理」
「食事」「片付け」の過程で
環境や健康、食育につい
て考えながら、「地産地
消」「旬の食材での調理」
「時短料理」などテーマを
決めて実習する

● ● ● ● ● ●

スマートクッキングを
目的とした教室の依
頼等がまだ少ない現
状であるため、周知
が必要。

調理実習を含む教室
と各事業の中で講話
をしながら継続的に
周知する。

調理実習を含む教室
を地区ごとに１回程
度実施

調理実習を含む教室
を開催する。

３回 ６３回 B S

計画を大きく上回る
実施となり、調理実
習を含む教室や各事
業において、食を通し
た環境に配慮した取
組について普及啓発
を行うことができた。

継続

各事業の中で、調理
実習や講話を通じて
環境に配慮した食生
活や食品ロス削減に
ついて普及啓発を行
う。

５０回 ー ー ー

・食育推進協議会等で、関
東農政局が取組む消費者
に向けての「食」に係る取
組内容の情報提供。

・６月食育月間周知のポス
ターを都県・政令指定都市
に配付及び展示依頼。

・６月の食育月間に実施す
る関東農政局「消費者の部
屋」特別展示にて関東農政
局で作成の食育ポスターを
合同庁舎2号館、ホテルブ
リランテ武蔵野等に展示、
関東農政局HPにて「消費
者の部屋」６月特別展示の
ポスターを掲示。

・関東農政局のホームぺー
ジにて、「ノウトコネクト」
で、農業体験をはじめ、地
域の食や農に触れることが
できる情報を提供して食育
を推進する。

・関東食育推進ネットワーク
会員間の連携のプラット
フォームとして、関東農政
局のホームページ内「食育
ひろば」やメールマガジン
を有効活用

・SNS等を活用した食育の
情報発信

・関東農政局ホームページ
「食育ひろば」で随時、農林
漁業体験情報、会員情報、
イベント情報等の発信

・関東食育推進ネットワーク
会員に対しメールマガジン
の配信（毎月19日）

・食育セミナーの開催（令和
8年１１月）

・管内都県・政令指定都市
と連携した食育の推進

― ―

引き続き、第4次食育
基本計画に基づき、
重点事項を以下のと
おり定め、食育を推
進
（1）生涯を通じた心
身の健康を支える食
育の推進
（2）持続可能な食を
支える食育の推進
（3）「新たな日常」や
デジタル化に対応し
た食育の推進

A

・食育推進協議会等で、関
東農政局が取組む消費者
に向けての「食」に係る取
組内容の情報提供。

・６月食育月間周知のポ
スターを都県・政令指定
都市に配付及び展示依
頼。

・６月の食育月間に実施
する関東農政局「消費者
の部屋」特別展示にて関
東農政局で作成の食育ポ
スターを合同庁舎2号館、
ホテルブリランテ武蔵野
等に展示、関東農政局
HPにて「消費者の部屋」
６月特別展示のポスター
を掲示。

・関東農政局のホーム
ぺージにて、「ノウトコネ
クト」で、農業体験をはじ
め、地域の食や農に触れ
ることができる情報を提
供して食育を推進する。

・関東食育推進ネットワー
ク会員間の連携のプラッ
トフォームとして、関東農
政局のホームページ内
「食育ひろば」やメールマ
ガジンを有効活用

・SNS等を活用した食育
の情報発信

・関東農政局ホームペー
ジ「食育ひろば」で随時、
農林漁業体験情報、会員
情報、イベント情報等の発
信

・関東食育推進ネットワー
ク会員に対しメールマガ
ジンの配信（毎月19日）

・食育セミナーの開催（令
和７年１2月）

・管内都県・政令指定都市
と連携した食育の推進

継続

引き続き、第4次食育
基本計画（※）に基づ
き、重点事項を以下
のとおり定め、食育を
推進
（1）生涯を通じた心
身の健康を支える食
育の推進
（2）持続可能な食を
支える食育の推進
（3）「新たな日常」や
デジタル化に対応し
た食育の推進

（※本来であれば、第
5次食育基本計画が
策定・公表されている
ところであるが、現時
点では未策定であ
る。従って、第４次計
画に沿った取組方針
としている。
　今後、第５次計画が
策定された際は、そ
の内容を踏まえ、必
要な変更を加えるも
のとする。）

A

・食育推進協議会等で、関
東農政局が取組む消費者
に向けての「食」に係る取
組内容の情報提供。

・６月食育月間周知のポ
スターを都県・政令指定
都市に配付及び展示依
頼。

・６月の食育月間に実施
する関東農政局「消費者
の部屋」特別展示にて関
東農政局で作成の食育ポ
スターを合同庁舎2号館、
ホテルブリランテ武蔵野
等に展示、関東農政局
HPにて「消費者の部屋」
６月特別展示のポスター
を掲示。

・関東農政局のホーム
ぺージにて、「ノウトコネ
クト」で、農業体験をはじ
め、地域の食や農に触れ
ることができる情報を提
供して食育を推進する。

・関東食育推進ネットワー
ク会員間の連携のプラッ
トフォームとして、関東農
政局のホームページ内
「食育ひろば」やメールマ
ガジンを有効活用

・SNS等を活用した食育
の情報発信

・関東農政局ホームペー
ジ「食育ひろば」で随時、
農林漁業体験情報、会員
情報、イベント情報等の発
信

・関東食育推進ネットワー
ク会員に対しメールマガ
ジンの配信（毎月19日）

・食育セミナーの開催（令
和７年１１月）

・管内都県・政令指定都市
と連携した食育の推進

引き続き、第4次食育
基本計画に基づき、
重点事項を以下のと
おり定め、食育を推
進
（1）生涯を通じた心
身の健康を支える食
育の推進
（2）持続可能な食を
支える食育の推進
（3）「新たな日常」や
デジタル化に対応し
た食育の推進

（
７

）
環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の
実
践

60 関東農政局

〇
環
境
に
配
慮
し
た
農
林
水
産
物
・
食
品
を
選
ぶ
市
民
の
割
合
の
増
加

〇
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
行
動
を
し
て
い
る
市
民
の
割
合
の
増
加

第４次食育推進基
本計画の重点課題
の解決と目標達成
のための取組

・第４次食育推進基本計画
の推進に係る情報提供
・デジタル化に対応した食
育の推進（教育ファームや
食育実践者等の動画｟Ｙｏ
ｕＴｕｂｅ、HP｠、スポーツ
選手・様々な施設におけ
る栄養バランスに優れた
食事や地場産品物などを
活かした食事をSNS、HP
で情報発信）
・食育月間の取組み（食育
推進ポスター掲示、動画
での周知及びセミナー開
催）
・「関東食育推進ネット
ワーク」の活性化（関東農
政局ホームページ「食育ひ
ろば」にて情報発信、会員
へのメールマガジン配信、
食育活動の実施に関する
セミナー開催）

● ● ● ● ● ● ● ● ●

第４次食育推進基本
計画に基づき、重点
事項を以下のとおり
定め、食育を推進
（1）生涯を通じた心
身の健康を支える食
育の推進
（2）持続可能な食を
支える食育の推進
（3）「新たな日常」や
デジタル化に対応し
た食育の推進

―

第4次食育推進基本
計画において設定す
る目標の目標値（令
和7年度）

第４次食育推進基本
計画（令和3年度～令
和6年度）の重点課題
の解決と目標達成の
ための取組

11 ページ



A B C D E F G I J K L M N O P Q S

重点
事業 事業名 事業内容

０
～

５
歳

６
～

1
1
歳

1
2
～

1
9
歳

2
0
～

2
9
歳

3
0
～

3
9
歳

4
0
～

4
9
歳

5
0
～

5
9
歳

6
0
～

6
9
歳

7
0
歳
以
上

現状・課題
令和６～12年度の
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価

令
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度
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価

評価の理由と課題
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（評価指標）
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R
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決
算
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8
予
算

基
本
施
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事
業
番
号

主
な
目
標 取組方針

令和７年度事業計画 令和７年度事業実績

課名
団体名

対象者（●：本人　◎：保護者） 第４次計画策定時の状況事　業　の　概　要

TRH

令和８年度事業計画
投入コスト
（千円）

参考資料５

61
しずおか市
消費者協会

エシカル消費推進
のための講座・セミ
ナーの開催

・「地産地消」をテーマにマ
ルシェの開催
・「フードマイレージ」を
テーマに地産地消推進講
座の開催
・子どもの農業体験と学
習活動の推進
・フードロス削減のための
食品表示学習セミナーの
開催

● ● ● ● ● ● ●
エシカル消費につい
て周知が必要

エシカル消費の周知 エシカル消費の周知
エシカル消費推進の
ための消費者教育の
推進

・「地産地消」をテーマ
に学習会や再生品作
成講座の開催
・「フードマイレージ」
をテーマに地産地消
推進講座の開催
・子どものエシカル消
費推進のための親子
学習活動の推進
・フードロス削減のた
めの食品表示学習セ
ミナーの開催

・子どもエシカル教室
2会場開催（参加５０
人）
・消費生活巡回展7会
場にて、再生品など
の展示

A C
地産地消講座・食品
表示学習セミナーが
未開催

継続
エシカル消費推進の
ための消費者教育の
推進

・グリーンコンシュマー
の親子学習講座の開
催
・こどもエシカル教室
の開催

40 40 30

62
生活安全安
心課

エシカル消費の啓
発

各講座や街頭広報活動な
ど、情報発信を通じてエシ
カル消費の理念の啓発を
図る

● ● ● ● ● ● ● ● ●

市民の多くは何等か
のエシカルな行動は
とれているものの「興
味関心を持ち」行動し
ている人は５割程度
にとどまっている

エシカルな行動自体
は多くの市民がとれ
ているため、「エシカ
ル消費」という言葉の
啓発を行い、エシカル
消費全体への関心を
高めていく

エシカル消費に興味
関心を持ち行動を実
践している市民の割
合：６０％

エシカル消費の理念
普及のための取組に
ついても課題はある
が、消費者教育全体
においては、消費者ト
ラブルの未然防止の
取組が喫緊の一番重
要な課題と位置づけ
ているため、「エシカ
ル消費」に係る取組に
ついては令和６年度
と同程度の取組を継
続することとする。

・子ども向けのエシカ
ル消費講座（開催1
回）において、講座で
学んだことを生かそ
うと思う参加者（組）
の割合80%以上

・夏休み講座「エシカ
ル消費とお買い物」
実施１回５組12名参
加（講座で学んだこと
を生かそうと思う人
の割合100％）
・広報紙（11月号）へ
のエシカル消費企画
記事（小）の掲載
・環境教育情報紙「エ
コチル（11月号）」（環
境共生課）へエシカル
消費の特集記事掲載

A A

【評価の理由】
当初の予定どおり講
座１回を開催し指標
の目標をクリアしたほ
かその他の啓発機会
を活用して周知する
ことができたため。
【課題】
「エシカル消費」自体
の認知度が低い。ま
た限られた啓発機会・
講座機会において
は、所管事務のうち
で「消費者トラブルの
未然防止」に力点を
置く必要がある点

継続

エシカル消費の理念
普及のための取組に
ついても課題はある
が、消費者教育全体
においては、消費者ト
ラブルの未然防止の
取組が喫緊の一番重
要な課題と位置づけ
ているため、「エシカ
ル消費」に係る取組に
ついては令和７年度
と同程度の取組を継
続することとする。

・子ども向けのエシカ
ル消費講座（開催1回）
において、講座で学ん
だことを生かそうと思
う参加者（組）の割合
80%以上

55 0 11

63 農業政策課
静岡市グリーン農
業推進事業補助金

化学農薬・肥料や温室効
果ガス削減に資する資機
材の導入費用や、消費者
や流通業者に向けて環境
負荷低減効果を周知する
包装資材などの作成費用
に対して補助する

● ● ● ● ● ●

農業において環境負
荷を低減するために
必要な事業を実施す
る者に対し、補助金を
交付している。

農協等を通じた周知
広報により、事業活
用者を増加させる。

年間10件の補助金交
付

農協等を通じた周知
広報により、事業活
用者を増加させる。

年間10件の補助金交
付

令和７年度実績：８件 A B

市HPやJAを通じて、
事業について広報し
たが、申請者数が伸
びなかった。

事業
の廃
止

食育に該当しないた
め掲載削除

2,836 1,295

（
７

）
環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の
実
践

〇
環
境
に
配
慮
し
た
農
林
水
産
物
・
食
品
を
選
ぶ
市
民
の
割
合
の
増
加

〇
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
行
動
を
し
て
い
る
市
民
の
割
合
の
増
加
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参考資料５

64 学校給食課 〇
地場産物を取り入
れた献立の提供

県内産食材や地域の食文
化を生かした献立を実施

● ●

学校給食における地
産地消率　41.3％
（６、１１月のふるさと
給食週間中に調査）

・給食実施月には地
場産物を使用した「ふ
るさと給食」を実施。
６月と11月には連続
５日間地場産物を使
用する「ふるさと給食
週間」を実施する。
・地場産物を活用した
献立の提供を継続す
るとともに、献立表や
学校給食ウェブサイト
等でPRする。

静岡市の学校給食に
おける地産地消率４
０％台を維持。（経年
評価）

・給食実施月には地
場産物を使用した「ふ
るさと給食」を実施。
６月と11月には連続
５日間地場産物を使
用する「ふるさと給食
週間」を実施する。
・地場産物を活用した
献立の提供を継続す
るとともに、献立表や
学校給食ウェブサイト
等で取組をPRする。

静岡市の学校給食に
おける地産地消率４
０％以上。（経年評価）

学校給食における地
産地消率　39.4％
（６、１１月のふるさと
給食週間中に調査）

A A

評価指標に対する達
成度が９０％以上１０
５％未満の範囲だっ
たから。

継続

・給食実施月には地
場産物を使用した「ふ
るさと給食」を実施。
６月と11月には連続
５日間地場産物を使
用する「ふるさと給食
週間」を実施する。
・地場産物を活用した
献立の提供を継続す
るとともに、献立表や
学校給食ウェブサイト
等でPRする。

静岡市の学校給食にお
ける地産地消率４０％
台を維持。（経年評価）

ー ー ー

65
農業政策課
水産振興課

農水産物の情報発
信

ホームページ・フェイス
ブックによる農水産物の
情報発信（ZRATTO!しず
おか）

● ● ● ● ● ● ● ● ●

①年間104回（１週間
に２回）を目標に取材
等を行い情報発信を
行っている。
②年間52回（毎週水
曜日）に市公式Xに投
稿し、静岡市の水産
物を広く市民にPRす
ることができた。

①リンク先の農業者
からの記事の投稿を
可能にし段階的に増
やしていくことで農
業者が情報発信でき
る環境をつくる。
②引き続き市公式
SNSを活用して、市
内水産物の情報を提
供し、「しずまえ」の市
民認知度の向上に努
めていく。

①HP「ZRATTO！
しずおか」へのアクセ
ス数71,000件
②静岡市SNSへの投
稿
年52回（毎週水曜日
投稿）

①HP「ZRATTO！
しずおか」の閲覧の
データ分析をもとに
よく読まれる記事を
作成し、閲覧件数の
維持を目指す。

②引き続き市公式
SNSを活用して、市
内水産物の情報を提
供し、「しずまえ」の市
民認知度の向上に努
めていく。

①HP「ZRATTO！
しずおか」の閲覧件数
15万件

②静岡市SNSへの投
稿
年50回（毎週水曜日
投稿）

①164,687件
②静岡市SNSへの投
稿
年50回（毎週水曜日
投稿）

A A

①当初の目標を１割
近く上回る閲覧件数
となり、多くの消費者
に静岡市産農産物を
周知することができ
た。

②毎週水曜日に市公
式Xに投稿し、静岡市
の水産物を広く市民
にPRすることができ
た。

継続

①HP「ZRATTO！
しずおか」のアクセス
ユーザー数83,100
件

②引き続き市公式
SNSを活用して、市
内水産物の情報を提
供し、「しずまえ」の市
民認知度の向上に努
めていく。

①HP「ZRATTO！し
ずおか」のアクセス
ユーザー数83,100件

②静岡市SNSへの投
稿
年50回（毎週水曜日
投稿）

①341

②ー

①341

②ー

①347

②ー

66
静岡市認定
農業者協会
農業政策課

静岡市認定農業者
協会「秋・春の市」

認定農業者による農畜産
物の対面販売

● ● ● ● ● ● ● ● ●

生産者が直接対面販
売することで消費者
に対して地産地消を
ＰＲできている。積極
的な広報活動により
毎回来場者は増加傾
向にある。

引き続き地産地消の
ＰＲの場として事業を
継続していく。

秋（11月）・春（３月）
の年２回開催。

引き続き地産地消の
ＰＲの場として事業を
継続していく。

秋（11月）・春（３月）
の年２回開催。

秋（11月）・春（３月）
の年２回開催。

A A
計画どおり実施でき
た。

継続
引き続き地産地消の
ＰＲの場として事業を
継続していく。

秋（11月）・春（３月）の
年２回開催。

942 355 851

67

①農業政策
課
②水産振興
課
③森林経営
管理課

産業フェアしずお
か

地場産物や加工品の試
食、販売、PR

● ● ● ● ● ● ● ● ●

2日間で34,300人の来
場者に市内産農水産物に
ついて理解を深める機会
を提供し、広くPRするこ
とが出来た。
加工品の販売は充実して
いるが、体験コーナーを
設け、「農水産業」への関
心を更に深める必要があ
る。

地場産品や加工品の
試食、販売、体験コー
ナーにより、市民に市
内産農水産物への理
解と関心を深める。

2日間開催

地場産品や加工品の
試食、販売、体験コー
ナーにより、市民に市
内産農水産物への理
解と関心を深める。

2日間開催（11/29
、１１/30 ）

2日間開催（11/29
、１１/30 ）

A A

2日間で45,700人
の来場者に市内産農
水産物について理解
を深める機会を提供
し、広くPRすること
ができた。

継続

地場産品や加工品の
販売により、市民に市
内産水産物への理解
と関心を深める。

2日間開催（11/28 、
１１/29 ）

①785

②105

③－

①274

②40

③－

①650

②130

68
静岡市農業
協同組合

しずおか畜産まつ
り

・畜産物の販売
・加工品づくり体験

● ● ● ● ● ● ● ● ●

イベントを開催すれ
ば、売り上げも伸び
る。しかし、生産者も
減り、対応する職員も
減っている。

他のイベントとの合同
開催。

継続開催。
来店客の多いじまん
市と合同でイベント開
催を行う。

継続開催（年１回程
度）。

南部じまん市にて「秋
の大収穫祭＆畜産
祭」として合同のイベ
ントを実施した。

A A

イベント当日は牛肉
の特売や牛乳・堆肥
の配布などを行い１７
１０人の来店客にア
ピールできた。

継続

各店舗にて牛乳の日
や牛肉の日を実施し
アピールを行う。ま
た、集客力のあるイベ
ントでの合同開催を
行う。

継続開催（年１回程度
開催予定）

172 172 200

69
清水農業協
同組合

アグリフェスタしみ
ず

・農林水産業の紹介
・農林水産物の展示販売・
実演、体験

● ● ● ● ● ● ● ● ●

例年多くの方にご来
場いただいている。
午後には商品が無く
なってしまうことが多
い。

継続実施 継続実施 継続実施 ―
農協・関係団体が出
店し、開催した。

A A

令和7年度も多くの
方に来場いただい
た。
・地産地消の推進
・地域、生産者と消費
者との交流
・清水の農産物紹介
により、清水区で生産
している農産物の周
知ができた。午後に
なるとほとんど商品
が無くなってしまう
が、天候やその年の
収穫状況に因るた
め、調整が難しい。

継続 継続実施 ― 8,000 8,000 8,000

（
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70
静岡市農業
協同組合

地産地消活動（商
店街・店頭販売）

地場産品の販売 ● ● ● ● ● ● ● ●

イベントを開催すれば
売上も客数も伸び
る。地元の農産物が
豊富に揃うよう声掛
けを行う。

イベントは引き続き開
催し、じまん市以外へ
も積極的に出店をす
る。

年間３０回以上イベン
トへ出店。また産直市
では毎月イベント開催
を開催する。

各店舗、大小関わら
ずイベントを実施して
いく。出荷者の取込
み強化をしていく。

各店舗のイベント企
画　　　　　　　農業塾
修了生のフォロー
アップ。

各店舗イベントの実
施及び行政や企業イ
ベントへの積極的な
参加によりじまん市
及び地産地消をア
ピールできた。

A A

イベント開催により多
くのお客様に地産地
消がアピールできた。
また、課題としては、
出荷物が減少してい
るので出荷物の確保
が必要である。

継続

イベント開催による地
産地消のアピール。ま
た、出荷者に対して講
習会開催などで出荷
物の確保及び新規出
荷者の獲得を行う。

各店舗イベントを含め
た指導及び出荷物の
確保。また継続して農
業塾修了生のフォロー
アップ。

ー ー ー

71
清水農業協
同組合

〇
地産地消活動（商
店街・店頭販売）

地場産物の販売 ● ● ● ● ● ● ● ●
各地域で定期開催を
行っている。

継続実施する。各地
域女性組織中心に活
動する。

継続実施する。各地
域女性組織中心に活
動する。

継続実施 ―
農協・関係団体が出
店し、開催した。

A A

直販を通し、
・地産地消の推進
・生産者と消費者の
交流
（旬のものの紹介、食
べ方の紹介）
を行えている。定期
開催により、旬の移り
変わりや珍しい野菜
を求めて来る消費者
も多い。引き続き安
全・安心な生産物の
提供を行う。

継続 継続実施 ― ー ー ー

72
清水漁業協
同組合

地元の海産物（しら
すをメインに食べ
てみよう）

・小学校の家庭科、課外実
習及び学校給食への食材
提供
・地元の海産物・漁業・漁
法の理解と「我がまち」の
再確認や地元ブランド（し
らす）の普及の目的も含む
活動の実施

● ● ● ● ●

生涯学習センター主
催の事業。
継続して実施してい
く。

継続実施 継続実施
生涯学習センター主
催

8/4実施予定
8/13 2組4名で実
施

A A
計画通り実施
荒天の為延期になり
参加者が減少した。

継続
生涯学習センター主
催で継続実施

８月に実施予定 ― ー ー

73
清水漁業協
同組合

〇 しらすを食べる会
地元ブランド（しらす）の
普及

● ● ● ● ● ● ● ● ● 継続実施 継続実施 継続実施
地元用宗しらすを食
べて、しらすの魚食普
及を行う。

不漁の為現在検討中

11/22に実施
生しらす40ｋｇ 釜揚
げしらす30ｋｇを提
供する。

B A
不漁の影響があった
が、実施することがで
きた。

継続 継続実施 未定 ― ー ー

74
清水漁業協
同組合

用宗漁港まつり

・水産物、加工品の試食、
販売（生しらす、釜揚げし
らす等）
・水産物を使った料理の
販売（しらす丼）
・体験乗船
・模擬せり　など

● ● ● ● ● ● ● ● ●

天候により漁に出ら
れないときは、しらす
の提供が困難とな
る。

継続実施 継続実施
生しらすの即売と体
験乗船を行い、漁業
と親しむ。

不漁の為中止 不漁の為中止 B -
不漁の為中止
取組内容の見直しが
課題

見直
し・
改善

５月２４日実施予定 燃料高騰の為中止 ― ー ー

75
清水みなと
振興課

清水港マグロまつ
り

・「清水は毎日がマグロま
つり」をキャッチフレーズ
に周年事業を展開するほ
か、メインイベントである
「清水港マグロまつり」を
実施し、清水港マグロを
PRする。

・中部横断自動車道沿線
市町村でのイベントPRを
実施する。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

・清水港はマグロ水揚
量、家庭での消費量
がともに日本一の「マ
グロのまち」である。

・清水港マグロの更な
る認知度向上のた
め、継続してイベント
ＰＲが必要である。

・清水港マグロまつり
実行委員会と連携し、
イベントによるPRを
展開する。

清水港マグロまつり
への
来場者数60,000人

・清水港マグロまつり
実行委員会と連携し、
イベントによるPRを
展開する。

清水港マグロまつり
への来場者数
60,000人

来場者数実績
40,000人

A C

例年どおり２日間開
催したが、メインであ
る２日目が終日悪天
候であったことで、目
標とする来場者数を
下回った。今後も、マ
グロを題材としたイ
ベントであることをよ
り強調していきたい。

継続

清水港マグロまつり
実行委員会と連携し、
イベントによるPRを
展開する。

清水港マグロまつりへ
の
来場者数60,000人

6,175 6,175 6,175
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76
静岡市農業
協同組合

〇 生消菜言倶楽部

・生産者と消費者による
農作業や加工品作りの実
施
・意見交換

● ● ● ● ● ● ● ●

大豆やサツマイモの
つるさしから収穫ま
で、一連の農作業を
行う。人気もあるが、
女性部の高齢化に伴
いやり方を変える時
期に来ている。

生産者の体力が続く
限り開催する。

年間７回開催。
参加者２００人目標。

農産物の栽培から収
穫を通して、生産者と
消費者が意見交換
し、農業への理解を
深め、地産地消を推
進する。

年間７回開催。
参加者２００人目標。

年間7回開催。
参加者合計215名

A A
天候により日程を変
更しカリキュラムを遂
行しました。

事業
の廃
止

圃場管理するメン
バーの高齢化に伴
い、検討を重ねたが
事業の終了を決定。

40 30

77 農業政策課
アグリチャレンジ
パーク蒲原活用事
業

・市民に対する農業啓発
・市民対象の農業体験イベ
ントの実施（野菜の苗植
え、収穫等）

● ● ● ● ● ● ● ● ●

毎回多くの家族連れ
が参加し賑わってい
るが、作物の成長が
天候に左右されるた
め、作物管理等に課
題が残る。また、イベ
ントを単なる体験で
終わらせるのではな
く、新規就農者の確
保につなげていく必
要がある。

農業への理解を促進
するため苗植え及び
栽培体験を実施す
る。

年間２回（苗植え・栽
培）以上の体験イベン
トを実施。参加者50
名以上。

農業への理解を促進
するため苗植え及び
栽培体験を実施す
る。

年間２回（苗植え・栽
培）以上の体験イベン
トを実施。参加者50
名以上。

以下のとおり体験イ
ベントを実施し、参加
者合計は112名と
なった。
①ひまわりの苗植え
体験
（参加者59名）
②野菜の栽培体験
（参加者53名）

A S

参加者は計画を上回
り、多くの市民の農業
への理解を促進する
ことができた。

継続

農業への理解を促進
するため苗植え及び
栽培体験を実施す
る。

年間２回（苗植え・栽
培）以上の体験イベント
を実施。参加者50名
以上。

1,561 1,561 1,780

78
森林経営管
理課

親子しいたけ種駒
打ち教室

原木椎茸生産者の指導に
よる親子の椎茸種駒打ち
体験

●◎ ●◎

原木椎茸生産者の減
少
後継者不足

体験教室で、消費拡
大・地産地消につな
がるPR的要素を盛り
込む

年１回　40人

体験教室で、消費拡
大・地産地消につな
がるPR的要素を盛り
込む

年１回　40人
年２回(３月)
97人参加

S S

当初計画していた目
標値を超える参加者
が集まり、駒打ち体験
を通じて椎茸等特用
林産物を広くPRする
ことができた。

継続

体験教室で、消費拡
大・地産地消につな
がるPR的要素を盛り
込む

年1回　40人 887 887 922

79
静岡市農業
協同組合

親子食農体験
「ソレイユくらぶ」

・小学生の親子を対象とし
た食農食育講座
・農業体験、調理実習、施
設見学

●◎ ●◎

毎年開催しているの
で内容がマンネリ化
している。
開催方法要検討。
対応する職員が減っ
ている。

年間４回程度開催。 継続開催

農業や野菜、食のこと
などを知って・学んで
もらう。地産地消推
進。

「楽しく親子で学ぶ」
・大豆から豆腐作り
・南瓜のお菓子作り
・みかん、柿収穫体験
・お正月お飾り作り

計画通り４回実施
１０組親子２２人参加

A A

農作物の加工体験や
収穫体験のほかお飾
りつくりなど伝統文
化についても行った

事業
の廃
止

代替の事業を検討 検討中 80 60

80
静岡市農業
協同組合

出張加工品づくり
教室

幼稚園、保育園、学校に
「出向く授業」として、大
豆、米等の農産物の加工
全般について実施

● ● ●

小学校やこども園の
依頼で開催。担当の
先生により開催回数
が変わる。対応する
職員が減っている。

学校やこども園の依
頼があれば開催。

継続開催
依頼があれば開催を
する。

小学校から（米作り・
餅つき等）の依頼有
り。今後他に依頼が
あれば開催をする。

【東部】
千代田小学校から依
頼があり実施した。
【南部】
長田南小学校水稲栽
培体験（籾撒き、田植
え、収穫体験）

A A

【東部】
小学生にお米の栽培
に興味関心を持って
もらうことが出来た。
【南部】
農業体験を通じて地
域農家と小学生との
交流

継続

【東部】
依頼があれば開催を
する。
【南部】
継続

【東部】依頼があれば開
催をする。
【南部】継続依頼あり、
実施予定

― ー ー

81
静岡市農業
協同組合

農業体験教育事業

親子（未就学児含む）、小
中学校の児童生徒などを
対象に農作物の栽培・収
穫体験を実施

●◎ ● ●

人気の体験で、参加
者は多いが、学校・こ
ども園の依頼も多く、
圃場の確保が難し
い。対応する職員も
減っている。

例年通り開催予定。
継続開催。地産地消。
地元の農産物のＰＲ。

依頼があれば開催を
する。

【東部】サツマイモ栽
培、米作り、イチゴ栽
培など依頼有り。他
の依頼にも対応す
る。
【美和・藁科】苺や米
など主幹作物以外に
も対応する。

【東部】
サツマイモ植付け、収
穫：常葉幼稚園
田植え、稲刈り：西奈
こども園
【美和】
花育：牛妻保育園、横
内幼稚園
イチゴの話とイチゴ
狩：安倍口こども園
【藁科】
ミカン狩：すぎのこ保
育園
自然薯の定植と収
穫：服織西小
さつまいも収穫：中原
保育園・隣人会保育
園・新富町こども園

A A

【東部】
サツマイモ：園児に農
業の楽しさを伝える
ことが出来た。
米：小学生にお米の
栽培について興味を
持ってもらうことが
出来た。
【美和・藁科】
急な依頼もあるが、
指導員で相談の上で
きる限り対応した。

継続
依頼があれば開催を
する。

依頼あり、実施予定。 ― ― ―

82
清水農業協
同組合

出前講座
地域の小中学校、高等学
校へ出向き、農業に係る
授業、講座を実施

● ●

依頼のあった小中学
校・障害者施設・高校
にて野菜栽培や収穫
体験を実施。

依頼により実施。 依頼により実施。 依頼により実施 ―

依頼のあった小中学
校・障害者施設・高校
にて野菜栽培や収穫
体験を実施。

A A
・食農教育
・農福連携
・世代間交流

継続 依頼により実施 ― 50 50 50

83
清水農業協
同組合

農業体験教育事業

親子（未就学児含む）、小
中学校の児童生徒などを
対象に農作物の栽培・収
穫体験を実施

●◎ ● ●

こども園、小学校にて
野菜栽培や収穫体
験、リース作り等を実
施。

依頼により実施。 依頼により実施。 依頼により実施 ―

こども園、小学校にて
野菜栽培や収穫体
験、リース作り等を実
施。

A A
・食農教育
・世代間交流

継続 依頼により実施 ― 50 50 50
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84
静岡市私立
幼稚園連合
会

体験学習
野菜作りと収穫、田植え
や稲刈り等を実施する

●

栽培への興味を深
め、収穫時の喜びを
感じることができた

継続して様々な野菜
の栽培・収穫をし食に
関する興味を広げて
いく

栽培・収穫は1０件以
上

継続して様々な野菜
の栽培・収穫をし食に
関する興味を広げて
いく

通年を通し季節の野
菜作りを子供たちと
一緒に考え、楽しむ

１年を通じて子どもた
ちと一緒に季節の野
菜を栽培・収穫し、収
穫した野菜を調理し
て味わった

A A

子どもたちが栽培・収
穫に関わることで、野
菜に対して興味を持
つことができた
また、食べものに対し
て感謝の気持ちを育
むことができた

継続

継続して様々な野菜
の栽培・収穫をし食に
関する興味を広げて
いく

通年を通し季節の野菜
作りを子供たちと一緒
に考え、楽しむ

150 150 150

85 水産振興課
しずまえ漁業体験
ツアー

小中学生とその親を対象
に、市内で行われる漁業
（桜えび漁、しらす漁、定
置網漁など）や競りの様
子、水産加工工場の見学
会を実施

●◎ ●◎

しずまえで行われて
いる漁業を実際に見
学することで、水産業
への興味・関心を得
ることができている。

引き続き、多くの市
民の皆さんに、「しず
まえ」の漁業を知って
もらうため、漁業見学
ツアーを実施する。

参加者30人

引き続き、多くの市
民の皆さんに、「しず
まえ」の漁業を知って
もらうため、漁業見学
ツアーを実施する。

参加者30人 中止 S -

用宗漁港まつりと同
日に実施予定であっ
たが、用宗漁港まつり
の中止に伴い漁業体
験ツアーも中止と
なった。

継続

引き続き、多くの市
民の皆さんに、「しず
まえ」の漁業を知って
もらうため、漁業見学
ツアーを実施する。

参加者20人 330 0 330

86
清水漁業協
同組合

タタミ干し作り体
験と体験乗船

地元の海産物・漁業・漁法
の理解と「我がまち」の再
確認や地元ブランド（しら
す）の普及の目的も含む
活動の実施

● ● ● ● ● ● 継続実施 継続実施 継続実施
たたみいわしづくり
と体験乗船を行い、
漁業と親しむ。

不漁の為現在検討中
別事業によるたたみ
干し体験４月24日に
行い会議室の提供等
を行った。別紙新聞
の切り抜きの通り。

９月18日に駒形小生
徒４０名にて実施

B A
市場見学・体験乗船・
畳干し体験と全工程
が実施できた。

継続
たたみいわしづくり
と体験乗船を行い、
漁業と親しむ。

未定 ― ー ー
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87
健康づくり
推進課

〇 食育応援団

食育に関する知識や経験
を持っている個人、団体、
企業を応援団として登録
し、食育に取り組む市民か
らの依頼により、その内容
にあった応援団を紹介す
る

● ● ● ● ● ● ● ● ●

食育応援団講師の数
が年々減少傾向にあ
り、一部の講師に負
担がかかる場合があ
る。食育応援団講師
数を増やしていくこ
とが課題である。

食育応援団の派遣を
継続実施し、食育の
普及啓発をしていく。
また、応援団の活動
について周知すると
共に食育応援団講師
の増加に向けて民間
事業者等を中心に働
きかけていく。

・食育応援団パンフ
レットの作成及び配
布
・応援団派遣件数50
件

食育応援団を派遣
し、食育の普及啓発
を行う。
パンフレット配布等に
より食育応援団の活
動を広く周知すると
共に、パンフレットや
HPを通して講師の募
集をしていく。

・応援団派遣件数50
件
・食育応援団パンフ
レットの作成及び配
布
・HPへの掲載

・応援団派遣件数50
件
・食育応援団パンフ
レットの作成及び配
布
・HPへの掲載を実施

S A

実施計画50回に対し
50回実施。計画通り
実施した。講師登録
拡大に向け、企業や
団体等への周知方法
を検討する。

継続

食育応援団を派遣
し、食育の普及啓発
を行う。
HPやパンフレット配
布等により食育応援
団の活動を広く周知
すると共に、企業や団
体等へも周知し講師
の募集をしていく。

・応援団派遣件数50
件
・食育応援団パンフ
レットの作成及び配布
・HPへの掲載を実施

292 292 292

88
静岡県調理
師協会

食文化・食育普及
啓発

郷土料理や地元食材を調
理する機会を充実し、普
及啓発を行う（対象：調理
従事者）

● ● ● ● ● ●

計画通り地元食材を
使用してレシピを開
発し、普及活動を行う
事が出来た。

現状維持 現状維持 現状維持

地元の食材を使用し
た健康料理レシピの
開発を行い、県下２か
所で健康料理教室の
開催を行う。

計画通り地元食材を
使用してレシピを開
発し、普及活動を行う
ことができた。

A A
県下２か所で健康料
理教室の開催を行う
ことができた。

継続 現状維持

地元の食材を使用した
健康料理のレシピの開
発を行い、県下２か所
で健康料理教室の開
催を行う。

600 600 600

89 農業政策課 〇
お茶の美味しい入
れ方教室

小学５・６年生を対象とし
た、日本茶インストラク
ターによるお茶の美味し
い入れ方と「お茶のまち
静岡市」について学ぶ授
業を実施

● ●

毎年多くの学校が希
望し、実施後の満足
度が高い。
しかし、事業実施スケ
ジュールとカリキュラ
ムの関係で未実施に
なってしまう学校も
ある。

実施を希望しない学
校の理由を確認し、ス
ケジュール都合の場
合は民間事業者によ
る個別教室を紹介す
る等、官民連携により
実施率を上げる

お茶の美味しい入れ
方教室を希望するす
べての市内小学校で
実施

希望する小学校に日
本茶インストラクター
を講師として派遣し、
お茶の美味しい入れ
方教室を実施する。

お茶の美味しい入れ
方教室を希望するす
べての市内小学校で
実施

希望する市内小学校
72校4,706人の児
童に対して事業を実
施した。（学年閉鎖に
より中止となった１校
を除く）

A A

取組方針に基づき希
望校全校で教室を実
施できた。（学年閉鎖
により中止となった１
校を除く）

継続

希望する小学校に日
本茶インストラクター
を講師として派遣し、
お茶の美味しい入れ
方教室を実施する。

お茶の美味しい入れ方
教室を希望するすべて
の市内小学校で実施

3,618 3087 3867

90
静岡市農業
協同組合

お茶育

幼稚園、保育園、学校でお
茶の手摘みや製造調整作
業の体験やお茶の入れ方
教室、講習会を実施

● ● ●

各地区で小学校、中
学校、こども園の依
頼により開催する場
合と独自イベントで体
験する場合がある。
対応する職員が減っ
ている。

学校の依頼があれば
開催し、独自の開催も
増やしていく。

継続開催。地産地消。
地元の農産物のＰＲ。

【しづはた】
２つの小学校より依
頼あり。
その他地区も学校の
依頼があれば開催し
ていく。
【美和・藁科】
依頼があれば対応す
る。

【しづはた】茶摘み体
験と工場見学。
【東部】茶摘み、お茶
の淹れ方等依頼有
り。2年に1回の開
催。
【美和・藁科】茶摘み
やお茶の入れ方教室
の中で静岡ほんやま
茶について説明し、理
解を深める。

【しづはた】
6/12賎機南小３年
生
99人茶摘み実施。
【東部】
5/1茶摘み、茶工場
見学、お茶の淹れ方
教室を実施。
（北沼上小３～６年生
１４人）9/30お茶に
ついての授業を実
施。

A A

【しづはた・東部】
小学生にお茶への興
味、関心を持ってもら
うことが出来た。
（東部：5/1の実施を
受け、9/30の授業依
頼があり実施をした）
【美和・藁科】
小さな頃から静岡の
特産品であるお茶に
親しんで、知識を深め
てもらえた。

継続
依頼があれば開催を
する。

【しづはた】
6/9昨年同様実施予
定。
【東部】
２年に一度の為、令和
８年度は無し。
【美和】美和地域の小
中学校・こども園によ
るお茶摘みと茶の樹改
植後の生育支援。
【藁科】中藁科こども園
の茶摘みとお茶の入れ
方教室、中藁科小の茶
摘み、大川小中学校の
茶摘みと挿し木。

― ― ―

91
生涯学習推
進課

ライフステージに応
じた各種食育推進
講座

各種料理講座、各種食育
講座等

●◎ ●◎ ●◎ ● ● ● ● ● ●

各生涯学習施設にお
いて、男性向け料理
講座や高齢者向け栄
養講座など、時代の
ニーズに応じた各種
講座を実施している。
指定管理制度を用い
多様な講座を実施し
ており食育講座を実
施しない施設がある
ため目標値の調整が
必要。

引き続き、様々な世
代を対象に各生涯学
習施設において事業
を実施する。

全37施設中32施設
で、ライフステージに
応じた各種食育推進
講座を実施

引き続き、様々な世
代を対象に各生涯学
習施設において事業
を実施する。

全37施設中32施設
で、ライフステージに
応じた各種食育推進
講座を実施

全37施設中29施設
で、ライフステージに
応じた各種食育推進
講座を実施

A A

各生涯学習施設にお
いて、男性向け料理
講座や高齢者向け栄
養講座など、時代の
ニーズに応じた各種
講座を実施している。

継続

引き続き、様々な世
代を対象に各生涯学
習施設において事業
を実施する。

全37施設中32施設
で、ライフステージに応
じた各種食育推進講座
を実施

指定管理料
に含む

指定管理料
に含む

指定管理料
に含む

〇
地
域
や
家
庭
で
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け
継
が
れ
た
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統
的
な
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理
や
作
法
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ど
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〇
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民
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92
中山間地振
興課

都市山村交流セン
ターの活用

・そば打ち
・野菜収穫体験

● ● ● ● ● ● ● ● ●

コロナ後の行動変容
により、講座自体が
減少している。また、
人気のある講座は毎
回募集人数を上回る
申込みがある。一方
で募集人数を下回る
講座がある。

講座参加者に実施し
ているアンケートに
「今後やってほしい講
座」の項目を設ける
等、ニーズに合わせた
講座や新たな講座を
実施していくなど、各
施設に取組を促す。

・講座実施数30回以
上
・講座参加者数300
人以上

既存の講座に加えて
ニーズに合わせた講
座や新たな講座を開
講する。

・講座実施数24回以
上
・講座参加者数240
人以上

・講座実施数：３３回
・参加者数：384人

S S

各施設にてそれぞれ
積極的な取組を行っ
たことで、目標を大き
く上回る参加者が
あったため。一方で
参加者が催行人数に
満たず中止となった
イベントもあったこと
から、内容や募集方
法等の見直しについ
て検討を要する。

継続

食を通じて地域の魅
力を広く発信するこ
とのできる効果的な
取り組みが可能とな
るよう、指定管理者に
対して協力・助言を行
う。また指定管理者
の評価に当たっては、
独自の取り組みを高
く評価し、よりよい事
業展開につながるよ
う働きかける。

・講座実施数25回以
上
・講座参加者数250人
以上

50,168 50,287 50,208

93
静岡市農業
協同組合

じまんの「しょく」
フェスタ

地元農産物を使った総菜
と地域伝統食を味わうイ
ベント

● ● ● ● ● ● ● ●

地元の食材を使い、
地産地消をＰＲしてい
る。衛生面から、やれ
ることが限られてき
ている。対応する職
員が減っている。

ＪＡのＰＲもかねて毎
年１度は開催予定。

年間１回開催。
じまんのしょくフェス
タはお休み。

他の施設の視察（県
外・日帰り）を計画。

お休み中 C -
事業
の廃
止

じまんのしょくフェス
タはお休み。

94

健康づくり推
進課・葵･駿河･
清水区健康支
援課・

食生活改善推進員養
成講座

地域の健康づくりを積極的か
つ効果的に推進するため、健
康増進・食生活改善のための
知識や技術を習得した食生活
改善推進員を養成する。

● ● ● ● ● ●

静岡市食生活改善推進協
議会（以下、市食推協）で
は会員数の減少、高齢化
が進んでおり、市食推協
への入会を増やしていく
必要がある。

会員の減少、高齢化を抑
えるため、新規会員をコ
ンスタントに増やす。

・食生活改善推進員養成
講座を開催

・食生活改善推進員の確
保

食育の推進に関わるボラ
ンティア数を増加させる
ため、食生活改善推進員
協議会の会員数（食生活
改善推進員）を増やして
いく。

食生活改善推進員養成講
座を実施し、新規会員を
確保する
全８回の講座を１回実施

全８回の講座を実施 - A

講座を計画どおり8
回実施し9名が修了
する等、事業を着実
に実施した。受講を通
じて食生活改善推進
員の養成につなが
り、地域で食育を担う
人材育成に寄与した。

見直
し・
改善

令和８年度より講座
回数を6回に変更。受
講しやすい環境づく
りのため、対面講座8
回を6回に変更し、2
回分は自宅学習や市
開催教室への参加と
し、柔軟な受講体制と
した。

全６回の講座を実施 16 6 84

（
1
0

）
食
文
化
の
継
承

〇
地
域
や
家
庭
で
受
け
継
が
れ
た
伝
統
的
な
料
理
や
作
法
な
ど
を
継
承
し
て
い
る
市
民
の
割
合
の
増
加

〇
茶
葉
か
ら
入
れ
た
緑
茶
を
飲
む
市
民
の
割
合
の
増
価
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